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表紙に使われているロゴデザインは、
平成 11年に、教養学部創立 50周年を記念して、
東京大学大学院総合文化研究科・教養学部の新たなシンボルとして作成された。
東京大学の伝統的なシンボルであるイチョウを 3枚重ねることにより、
学部前期・後期・大学院の 3層にわたる教育の融合と創造、
学問の領域を越えて世界に発展する駒場の学問の未来をイメージしている。
制作は（株）禅の石塚静夫氏。
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広域科学専攻は，駒場キャンパスに所属する自然科学系すべての教員が参加する教育・研究拠点であり，
3つの組織（生命環境科学系，広域システム科学系，相関基礎科学系）で構成される非常に大きな大学院組織
です．2015年末で，専攻教員 176名，修士 252名，博士課程院生 222名が在籍しています．一般に，大学院
組織の単位である「専攻」は，昔は分野ごとに細分化されていましたが，今では分野間の垣根を下げ，より大
きな単位として大学院の教育や研究をインタラクティブに進めていこうという流れにあります．その中で，
私たちは，20年前に広域科学専攻を立ち上げたときから，今日あることを予想して，専攻を大きな組織として，
運営してきました．つまり，広域科学専攻において，異分野間の交流を通して研究手法やテーマを拡げるこ
とや，問題を深く掘り下げることを可能にし，教育・研究の質の向上を目指してきました．また，その一環
として，科学技術インタープリター養成プログラムや国際環境学プログラム（GPES），リーディング大学院プ
ログラム「多文化共生・統合人間学プログラム」を創設し，研究拠点として複雑系生命システム研究センター，
進化認知科学研究センターを設置し，さらなる展開を推し進めています．また，理系実習棟（21 KOMCEE 

East）を活用して，学部教育，大学院教育，最先端の研究の連携を進めています．
広域科学専攻の入口は，3つの系と国際環境学プログラムに分かれており，それぞれの選抜を経て入学し
ます．入学後，科学技術インタープリター養成プログラムやリーディング大学院プログラムを希望し履修を
認められれば，将来，社会で活躍するとき役に立つさまざまな知識やノウハウを修得できます．また，修士
課程から博士課程への進学を奨励しすぐれた人材を養成するため，卓越大学院試行プログラムとしてのさま
ざまな試みを昨年度から実施しています．
広域科学専攻は，基礎科学から応用科学，理論科学から実験科学・フィールド科学，科学史・科学哲学か
ら身体科学・認知科学，数理科学から物質科学・生命科学・宇宙地球科学など，実にさまざまな軸で研究・
教育を先進的に展開しています．その中で，皆さんは自らの専門分野を深めるとともに，幅広い世界から多
くのものを学びとることができます．本専攻に所属する教員は，さまざまな分野で世界トップクラスの研究
を推進しており，大きな業績を挙げています．皆さんもそのような環境で，次の世界をリードする研究を目
指していただきたいと思います．
広域科学専攻では，上記の数が示すように，教員／院生比が非常に高いことが特長です．どの教員も教育

や研究へのモチベーションが高く，院生への指導も丁寧です．昨今は，日本の大学院教育の問題点が多々取
りあげられていますが，本専攻ではありえないことです．もちろん，研究とは前人未踏の道を切り拓くもの
であり，必ずしも順風満帆が保証されているわけではありませんが，本専攻の優れた環境では大きな成果が
期待できるといえます．
このように広く深い広域科学専攻の活動状況を把握していただくために，本冊子は用意されました．しか

し，教員や研究内容の紹介，業績リストを眺めただけでは，十分とはいえないかもしれません．リストやキー
ワードを手がかりとして，それぞれの詳しいホームページや資料などを通して，理解していただけると幸で
す．

広域科学専攻年報「Frontière」第22号発刊にあたって

広域科学専攻の紹介

広域科学専攻長　池内昌彦
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環境応答論大講座

生命情報学大講座

生命機能論大講座

運動適応科学大講座

認知行動科学大講座

基礎システム学大講座

情報システム学大講座

自然体系学大講座

複合系計画学大講座

科学技術基礎論大講座

自然構造解析学大講座

複雑系解析学大講座

機能解析学大講座

物質計測学大講座

物質設計学大講座

数理科学研究科 数理科学専攻

生命環境科学系

総合文化研究科

言語情報科学専攻

超域文化科学専攻

地域文化研究専攻

国際社会科学専攻

広域科学専攻

相関基礎科学系

広域システム科学系

広域科学専攻の組織について
広域科学専攻には，駒場の数学以外の自然科学関係を中心にした教員が集まっています．
大所帯の専攻のため，専攻は 3つの系に分かれています．これらの 3系は，生命環境科学系，
広域システム科学系，相関基礎科学系です．さらに各系は大講座にわかれており，専攻全
体には 15の大講座がおかれています（下図を参照して下さい）．本専攻に所属する各教員
は，大学院での研究・教育ばかりでなく，教養学部前期（1, 2年生）・後期課程（3, 4年生）
の教育も担当しています．また，この他にも教育や研究上関連の深い教員がグループを作っ
て活動する等，柔軟な運営がなされています．
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生命環境科学系は 5つの大講座からなります（環
境応答論大講座，生命情報学大講座，生命機能論
大講座，運動適応科学大講座，認知行動科学大講
座）．教員数は 15年 10月現在で専任教員 59名，
客員教員 9名，兼担教員 6名，系間協力教員 2名
となっており，70名を超える大きな組織です．生
命環境科学系は簡単に言えば，古くからの名称で
いうと物理，化学，生物，心理，体育というよう
ないろいろな分野の研究者が集まって，「生命」を
分野横断的に包括的に様々なアプローチで研究し
教育をしている系ということです．各教員は専門
領域の近い 3つのグループ（基礎生命グループ，
身体運動科学グループ，認知行動科学グループ）
に分かれています．
基礎生命グループは，人を含む動物，植物，微
生物，生体分子等を幅広く対象として，普遍的な生命現象の機構解明を目指しています．生命の多
様性と階層性が織りなす生物独自の原理を「知り」そして「体験」することで，今までにない新し
い生命観を「創る」研究と教育を行っています．例えば，DNA・RNA・タンパク質などの生体物
質の構造と機能，それらがつくる情報ネットワーク解析，情報を統合し利用する生命の基本単位で
ある細胞の構造と機能解析，細胞のネットワークがつくる組織や動植物個体の発生，そしてそれら
の関わりなど，多様な研究が展開されています．
身体運動科学グループは，「運動」を第一のキーワードに研究しています．そのアプローチは生
理学，生化学，栄養学の様に体内の代謝を中心にしたものから，バイオメカニクスのように外から
運動や動作を解析するアプローチ，また医学的な側面からのアプローチに大別することができます．
それらを通じて運動の解析，競技スポーツや運動能力の向上，また運動による健康の増進効果を科
学的に解明し，社会に貢献することを目指しています．
認知行動科学グループは，個体が環境を認知し適応的に行動するときの「こころ」の働きとメカ
ニズムを実証的に解明する研究を推進しています．性格特性・病理傾向によって異なる環境を認知
する枠組みや，それに対する適切な介入の仕方について，調査・実験と統計解析手法を用いて解明
しています．また，子どもの発達，動物の進化過程を追跡して，注意・模倣・集団行動など適応的
認知の本質に迫ります．さらに，知覚や認知の基盤を数理モデルや脳機能イメージングから解明す
る研究，コミュニケーション行動の進化と神経機構の研究なども進めています．
このように生命環境科学系は，生命の仕組み，生命活動の仕組み，生命活動がつくる「こころ」
や「からだ」の仕組みを，生命を取り巻く環境や社会のつながりを含めて明らかにすることを目的
としています．3つのグループに分かれているといっても，それぞれが独立しているのではなく，
グループ間で協力しながら，また学外の研究機関とも協力しながら，分野横断的で統合的な生命科
学の知識や研究戦略を育み，生命科学の新たな分野を拓こうとしているところに特徴があります．

生命環境科学系
系長　 八田  秀雄

系紹介
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昨年末に，世界の各地で相次いだ大規模なテロ
事件は世界を驚かせ，各国はその対処に追われま
した．これら一連の事件の直接的な原因は，一見，
宗教上の対立であるように見えますが，問題の根
本にあるのは，そうした人文的な事象だけではな
いでしょう．経済のグローバル化は人々の流動性
を高め，世界の各地で，さまざまな出自を持つ人
間集団が混在することになります．その中に生じ
る格差や差別は必ずしも恵まれない人々のフラス
トレーションを高め，時にはそれが社会的な不安
を招くこともあります．そうした問題のさらに背
後には，資源を巡るグローバルなコンフリクトが
あります．最近の一連のテロ事件の震源地を辿る

と，多くの場合，中東の産油国にたどり着くことは，そうした構図を暗示しています．今日，資源
が世界の政治経済の動きを左右する主要な要因となっているのは，石油・天然ガスをはじめとする
地下資源が，地球上の特定地域に集中的に存在していることから来ていますが，それは，地球がど
のようにできてきたのかという頗る自然科学的な問題に関わっています．一方では，化石燃料の消
費が地球温暖化や異常気象をもたらすのではないかという問題に対しては，主要な対処策の一つと
考えられてきた原子力の利用が，東日本大震災に伴う原子力発電所事故によって疑問を呈され，解
決の方向が見えにくくなっています．
こうした今日のさまざまな問題は，従来からの細分化された個別の学問だけでは扱いが困難に
なっています．複合的問題の全体像の把握と解決には，問題を構成する諸要素を個別科学の手法で
分析することに加えて，要素のあいだの関係に注目し，部分と全体との関連を解明していくことが
有効になります．広域システム科学系は，さまざまな具体的問題をシステムとして捉え，いろいろ
なレベルの複雑な事象の解析や問題解決に，総合的・複合的に取り組もうとしています． 

広域システム科学系には，宇宙，地球，生態系，生命システムといった自然システム，情報シス
テムや工学システムといった人工的なシステム，さらにはそれらが複合した環境システムや都市・
地域システムなど実に広範囲にわたる対象を扱う 51名の教員が所属しており，以下の 4つの大講
座が置かれています．

（1） 基礎システム学大講座：システムの概念と方法論の確立
（2） 情報システム学大講座：情報システムの分析と構築
（3） 自然体系学大講座：自然システムの把握と体系化
（4） 複合系計画学大講座：人間・社会システムの問題の特定と解決

ただし，各自の研究領域は固定的なものではなく，複数の領域にまたがって研究が進められてい
ます．本年報にもありますように，広域システム科学系では，ユニークな実験やモデリング，精密
な分析や測定，根気のいるフィールドワークなどを通じて，多様な研究成果や問題解決に向けた取
り組みが蓄積されています．本系では，現代社会の難問に果敢に挑戦しようとする意欲に富んだ大
学院生の参加と活躍を大いに期待しています．

広域システム科学系
系長　荒井  良雄

系紹介
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相関基礎科学系は物理学・化学などの基礎科学
と，それら自然科学の産みの親でもある哲学と連
携（相関）した，世界に類を見ない大変ユニーク
な組織です．研究対象は，素粒子・原子核，原子・
分子，凝縮系，機能性物質，擬似生命体，脳科学
などの自然界のあらゆる階層から，科学史・科学
哲学にまでも及んでいます．このように広範な領
域を扱うため，各教員は研究分野ごとに下記の 5

グループに所属します．それぞれの専門分野で名
を上げた一流の研究者ばかりですが，決してその
分野だけに留まる訳ではなく，他分野の教員とも
連携して学生の教育，研究を進めています．この
ように本系は，分野の垣根を越えて「広く深く」学び，研究することのできる組織です．

A グループは，科学史・科学哲学の研究者が集まり，科学や技術とは何であるのか，それらの社
会における機能や効果はどのようなものであったか，そしてまた科学者や技術者のもつべき倫理と
はどのようなものであるべきか．そのような諸問題を歴史的，哲学的，倫理的，社会学的観点から
研究しています．

B グループは，素粒子・原子核とその相互作用の研究，特に重力を含めた相互作用と物質の統一
理論をめざした超弦理論の研究，素粒子の標準模型の格子ゲージ理論による非摂動論的研究，クォー
クの複合体であるハドロン・原子核の極限状態の理論的研究を行っています．

C グループは，原子・分子のマクロな集合体である物質の様々な性質の研究，特に量子力学の基
礎理論から強相関凝縮系の量子多体問題，ランダム系の統計力学，生命現象も含むさまざまな複雑
系・非平衡系の数理的模型，厳密に解ける数理模型など，多様な理論的問題を研究しています．

D グループでは，主に実験を中心とする研究を行っています．研究対象や研究方法のちがいによっ
て D1（物理系）と D2（化学系）のふたつのグループに分かれます．

D1 グループは，レーザーや粒子線（陽電子・反陽子・ミューオンビーム），NMR（核磁気共鳴）
などの物理的な実験手法を用いることにより，量子光学，半導体物性，超伝導体，量子原子気体，
脳科学，生物物理など広範囲にわたる対象を研究しています．

D2 グループは，分子，その高次構造体である超分子や高分子あるいは疑似生命体，物質の表面・
界面などを研究対象とし，ミクロからメソ，マクロまでの物質の構造，化学反応，非線形・量子ダ
イナミクス，新物質の化学合成と機能など，さまざまな研究を進めています．

本系の構成員は，既存の研究分野に対応するこれら 5 つのグループに分かれて分野ごとの研究を
深める一方，組織上は 6 つの大講座（科学技術基礎論，自然構造解析学，複雑系解析学，機能解析
学，物質計測学，物質設計学）を構成しています．各々の大講座では，既存の研究分野を縦割りに
していた壁が取り払われ，異なるグループのメンバーが混ざって配置されています．本冊子では，
これら大講座の研究内容と 2015年の成果をご紹介します．さまざまな分野が連携・相関することで，
どのような研究が行われているのかが理解でき，新しい芽が育まれつつあるのかがおわかりになる
ことと思います．

相関基礎科学系
系長　久我  隆弘

系紹介
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TOPICS

はじめに

分泌反応は，神経伝達物質，ホルモン，酵素などを蓄えた細胞
内の分泌顆粒が細胞膜に融合する，開口放出という現象により起
こる．開口放出された神経伝達物質やホルモンは，記憶，学習，
摂食や情動といった高次精神活動だけでなく，体温，血圧，体液
量や血糖など生体恒常性の維持にも関与し，ヒトを含めた様々な
生物の複雑な生命現象をあやつる．そのため，神経伝達物質やホ
ルモンの開口放出調節機構に何らかの障害が生じると，糖尿病や
摂食障害，脳機能障害やアレルギー反応等の種々の疾患を引き起
こす．筆者らは，開口放出の中でも，摂食行動や糖尿病への関与
が示唆されている消化管ホルモンの分泌調節機構の解明に取り組
んでいる．そこで本稿では，小腸内分泌 L細胞と胃内分泌 X/A

様細胞のホルモン分泌調節に関する，筆者らのグループの最近の
研究成果を紹介する．

小腸内分泌細胞からの 
消化管ホルモン分泌機構

消化管の中でも小腸は摂取した食物を消化し，栄養素を吸収す
る．一方，小腸には，消化管ホルモンを分泌する小腸内分泌細胞
も存在し，他の臓器の機能を調節する．小腸から分泌される消化
管ホルモンの一部は，インクレチンとも呼ばれ，食事摂取に伴い
血中に分泌され，膵臓の β細胞（以下，膵 β細胞）に作用し，イ
ンスリン分泌を促進する．このインクレチンは，インスリン分泌
を促進するだけでなく，膵 β細胞の再生を促し，また迷走神経を
介して中枢神経系にも作用し，摂食行動を抑制するため，糖尿病
や肥満症の新規治療薬開発のための標的として注目されている．
このインクレチンには，グルコース依存性インスリン分泌刺激ポ

リペプチド（glucose-dependent insulinotropic peptide; GIP）とグルカゴ
ン様ペプチド -1（glucagon-like peptide-1; GLP-1）の 2種類が存在する．
GIPは，上部小腸に存在する小腸内分泌 K細胞（以下，K細胞）か
ら，GLP-1は下部小腸に存在する小腸内分泌 L細胞（以下，L細胞）
から分泌される．この K細胞および L細胞は，小腸粘膜の基底膜
側と小腸管腔側の両方に面しており，「開放型」内分泌細胞と呼ば
れる．またK細胞および L細胞の管腔側の頂部は微絨毛に覆われ，
この微絨毛部分に栄養素を感受するための様々な受容体やトラン
スポーターが発現していると考えられている．

L細胞には，ナトリウム依存性グルコーストランスポーター（so-

dium dependent glucose transporter 1; SGLT-1）が存在し，細胞外，つ
まり管腔内のグルコースとナトリウムを細胞内へ共輸送する．そ

の結果，膜電位が脱分極し，電位依存性 L型 Ca2+チャネルが活
性化する．この電位依存性 L型 Ca2+チャネルから細胞内へ Ca2+

が流入することにより，GLP-1がグルコース依存的に開口放出さ
れる．さらに L細胞には，Gタンパク質共役受容体（G protein-

coupled receptor; GPCR）の脂肪酸受容体，胆汁酸受容体，甘味受
容体が発現しており，管腔内の脂質，胆汁酸，グルコースを感受
することで，GLP-1を開口放出する（図1）．しかしながら，これ
まで L細胞におけるアミノ酸の感受機構については，不明であっ
た．

小腸内分泌 L細胞における 
アミノ酸依存性GLP-1分泌

GPCRは，3つのクラス（A～ C）に大きく分類される．脂肪酸
受容体は，クラス Aに，GLP-1受容体は，クラス Bに分類される．
クラス Cのグルタミン酸受容体ファミリーには，代謝型グルタミ

消化管内分泌細胞の腸内環境感受と開口放出

生命環境科学系　坪井  貴司

図1　栄養素感受による小腸内分泌L細胞からのGLP-1分泌モデル
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ン酸受容体，γ-アミノ酪酸受容体，味覚受容体，Gタンパク共役
型受容体 C6A（GPRC6A），カルシウム感知受容体（calcium-sensing 

receptor; CaSR）などが存在する．これらの中でも，CaSR，

GPRC6A，うまみ受容体および代謝型グルタミン酸受容体は，ア
ミノ酸や様々なサイズのペプチドによって直接活性化される．

L細胞は，小腸を構成する細胞のうち数%ほどしか存在しない
ため，単離精製し初代培養することが難しい．まずそこで GLP-1

分泌能を持つ，マウス由来小腸内分泌 L細胞株 GLUTag細胞を
解析に用いた．GLUTag細胞は，脂肪酸，グルコース，L-グルタ
ミンなど生理的な刺激に応答してGLP-1を分泌する．筆者らの研
究室の大屋は，GLUTag細胞および，GLP-1プロモーター下に蛍
光タンパク質 Venusを発現するトランスジェニックマウスの小腸
から単離精製した初代培養 L細胞を用いて，CaSR，GPRC6A，う
まみ受容体の遺伝子発現解析を行ったところ，GPRC6Aの発現を
見出した．GPRC6Aのリガンドの 1つである L-オルニチンを
GLUTag細胞および初代培養 L細胞に投与すると細胞内 Ca2+濃
度上昇が起こり，GLP-1の分泌が観察された．さらに，ホスホリパー
ゼ Cやイノシトール三リン酸受容体に対する阻害剤を細胞に投与
したところ，L-オルニチン刺激依存的なGLP-1分泌が抑制された．
また，GPRC6A遺伝子を RNA干渉法によりノックダウンすると，
L-オルニチン刺激依存的に起こるGLP-1分泌量が低下した（Oya 

et al, Journal of Biological Chemistry 288, 4513-4521, 2013）．以上の結
果から，L細胞は，L-アミノ酸，特に L-オルニチンを GPRC6A

によって感受し，Gqシグナル伝達経路を介してGLP-1を分泌す
ることを示した．

胃内分泌 X/A様細胞からの 
食欲促進ホルモン分泌機構

摂食行動は，胃内分泌 X/A様細胞（以下，グレリン分泌細胞）
から分泌される摂食促進ホルモンであるグレリンと，脂肪細胞か
ら分泌される摂食抑制ホルモンであるレプチンの複雑な相互作用
により調節されている．このグレリン分泌細胞は，小腸内分泌 K

および L細胞とは異なり，胃粘膜の基底膜側だけに面しており，「閉
鎖型」内分泌細胞と呼ばれる．
グレリン分泌細胞からのグレリン分泌について，現象論的に見
出されている知見は，大きく 2つある．第 1に，食事時間に合わ
せてスパイク状のグレリン分泌がマウス個体において観察されて
いる．このことは，グレリン分泌が迷走神経によって制御されて
いることを示唆している．事実，副交感神経系は，グレリン分泌
を抑制するように，交感神経系はグレリン分泌を促進するように
作用する（Kojima et al, Nature Clinical Practice. Endocrinolog y & 

Metabolism 2, 80-88, 2006）．第 2に，食事に含まれる栄養素が，グ
レリン分泌を制御する可能性もある．例えば，マウス個体の胃へ
グルコースを直接投与すると，血中グレリン濃度が減少する
（Sakata et al, American Journal of Physiolog y Endocrinolog y and 

Metabolism 302, 1300-1310, 2012）．しかし，グレリン分泌細胞は，「閉
鎖型」内分泌細胞であるため，胃に直接投与したグルコースをど
のような分子メカニズムで感受するのか，つまり，グレリン分泌

がどのように制御されているのか，その詳細な分子メカニズムに
ついては，不明であった．
筆者らの研究室の大屋と原田は，マウス由来胃内分泌 X/A様細
胞株であるMGN3-1細胞を用いて，グルコース濃度依存的なグ
レリン分泌の制御機構を解析した．解析の結果，細胞外グルコー
ス濃度を高血糖状態（25 mM）から，低血糖状態（10 mM）に低下
させることで，細胞内 Ca2+が上昇し，グレリン分泌が促進される
ことを見出した．次に，機能不全変異型 ATP感受性 K+チャネル
（KATPチャネル）をMGN3-1細胞に強制発現させたところ，10 mM

グルコースによって引き起こされる細胞内 Ca2+上昇およびグレリ
ン分泌が抑制された．一方，正常MGN3-1細胞に KATPチャネル
の開口剤を 25 mMグルコースと共投与することによってグレリン
分泌が促進されることも明らかになった．さらに，電位依存性
Ca2+チャネルの阻害剤を 10 mMグルコースと共投与することによ
り，低グルコースによって引き起こされる細胞内 Ca2+濃度上昇お
よびグレリン分泌は抑制された（Oya et al, Journal of Endocrinology 

226, 25-34, 2015）．以上の結果から，グルコース濃度低下によって
細胞内 ATP産生量が低下し，その結果 KATPチャネルが開口し，
膜電位が過分極する．そして，過分極によって活性化する電位依
存性 Ca2+チャネルが開口することで細胞内に Ca2+が流入し，グ
レリン分泌が起こることを示した（図2）．

おわりに

上述のように，消化管内分泌系は，摂食によって腸管内腔に取
り込まれる栄養素や血中の栄養素濃度を素早く感受し，消化管ホ
ルモンを分泌する．このことは，食餌成分による消化管ホルモン
分泌制御を介した，メタボリックシンドロームの予防や，摂食障害，
肥満等の病態改善へ応用できる可能性があり，今後さらなる研究
の発展が望まれる．

図2　細胞外グルコース濃度低下による胃内分泌X/A様細胞からのグレリン分
泌モデル
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TOPICS

はじめに

当研究室では，「物質の化学状態から環境を見る！」というキャッ
チフレーズのもとで，身近な環境における種々の化学物質・元素の
分布と挙動の解明を行っている．また，環境中の元素の化学状態を
調べることにより，逆にその元素を含有している物質の置かれてきた
環境を明らかにすることができる．例えば，谷津干潟，東京湾など
の底質中に含まれる元素のうち，鉄やマンガンは酸化的環境で沈殿
し，硫黄は還元的環境で沈殿する．これらの元素の挙動に着目する
ことにより，埋立てや浚渫等による環境変化を化学的に知ることが
できると期待される．
価数により毒性の異なる元素としてはクロムがよく知られており，

6価クロムは強い毒性を持つのに対し，3価クロムは無害である．さ
らに土壌中では，3価クロムは陽イオンとして土壌に吸着されて移動
度が低いのに対し，6価クロムは酸素と結合した状態で陰イオンとし
て振る舞い，移動度が高いという違いがある．このような化学的な
違いが，都立公園周辺のクロム鉱滓処理地からの 6価クロムの流出
挙動と関係している．本稿では，これらの研究事例について紹介する．

貧酸素水塊環境下にある東京湾底質

貧酸素水塊とは魚介類が生存できないほど溶存酸素が欠乏して
いる水塊を指し，1960年代より急速に全世界的に広まっている．内
湾である東京湾では夏期を中心に非常に強い貧酸素水塊が発生す
ることが知られており，特に，1970年代前後に行われた浚渫工事に
よってできた周囲より深い地形（浚渫窪地）が貧酸素水塊の発生源と
なっていると指摘されているが，明確な証拠は挙がっていない．東
京湾における過去の貧酸素水塊の動態を知るため，本研究では貧酸
素水塊の挙動が直下の底質中元素の化学状態として保存されると考
え，元素濃度や化学状態から浚渫窪地における酸化還元状態の評
価を行うことを目的とした．
そのため，まず，元素濃度に着目した酸化還元状態の評価を行った．
元素の中には酸化数の異なる化学形が存在するものが多いが，これ
らの元素は環境の酸化還元電位（Eh）に対応した化学状態をとること
が知られている．評価に用いる redox-sensitiveな元素としては，Fe, 

Mn, S, U, Th, Ceに着目した．Fe, Mn, Th, Ceは酸化的環境下で沈殿
しやすく，S, Uは還元的環境下で沈殿しやすいという性質をもつ．
Fe, Mn濃度の鉛直分布を求めた（図1）ところ，大部分の底質コアで
は上層から下層まで濃度がほぼ一定であったが，8月に採取した窪
地 2地点の底質において，上層で Fe, Mnの元素濃度が減少した．
このことから，窪地が還元的であったために Fe, Mnが溶脱したこと

が示唆された．一方，U, Th, Ceの濃度を求め，Th/U, Ce/U比を算
出したところ，窪地・平場とも上層でこれらの値が大きくなる傾向が
見られた．このことから，上層は中・下層に比べて酸化的であったこ
とが示唆された．Fe, Mnの EhはUより高いため，窪地上層の酸化
還元環境は，Fe, Mnが溶脱する程度には還元的だが，Uが多く沈殿
するほど還元的ではなかったと考えられる．
次に，直接，元素の化学状態を観測して酸化還元状態の評価を
試みた．硫黄については，X線吸収微細構造（XAFS）法を適用し，
価数別分析を行った．浚渫窪地内堆積物ではコア全体で SO4

2－や
SO3

2－のピーク（2480 eV付近）と比較して相対的に S2－の特徴である
2470 eV付近の pre-edgeピークが極めて大きい特徴があった．浚渫
窪地から数百m程度離れた浚渫窪地外（平場）の試料と比較すると，
浚渫窪地内の特異的な環境が明らかになった（図2）．
また，底質試料中の鉄の化学状態を，57Feメスバウアー分光法で
解析したところ，窪地 2地点および平場の全ての層において，酸化

物質の化学状態から環境を見る！
貧酸素水塊環境下にある東京湾底質／都立公園周辺のクロム鉱滓処理地

広域システム科学系　松尾  基之

図1　東京湾底質中のFe（左），Mn（右）の鉛直分布
△：2月窪地（水深 23m）　　●：8月窪地（水深 19m）

図2　浚渫窪地内および平場の堆積物に含まれる硫黄のXAFSスペク
トル
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的環境下で生成するmaghemite （γ-Fe2O3）が観測された．また，平場
の最表層を除く全ての層，および窪地の中・下層部において，還元
的環境下で生成する pyrite （FeS2）が観測された．元素分析結果と併
せて考えると，窪地上層は，Fe, Mnが溶脱する程度に還元的である 

が，pyriteが生成するほど還元的ではなかったと考えられ 

る．このように，複数の redox-sensitiveな元素を用い，元素濃度だけ
でなく化学状態も直接調べることによって，中間的な酸化還元環境
にある底質の状態を詳細に評価することができた．

東京湾底質中の放射性セシウムの挙動

当研究室では元々堆積年代の推定のために 210Pbと 137Cs濃度を測
定していたが，今回，福島第一原子力発電所事故により拡散された
放射性セシウムが，東京湾沿岸域の海底堆積物中でどのような濃度
変化を示しているかについて，浚渫窪地（深堀）と平場との違いに着
目して，併せて検討を行った．
図3に 134Cs，137Csの濃度の時間変化をプロットしたグラフを示す．
事故から間もない 2011年 8月には事故由来の放射性セシウムが各
地点で検出されたが，2012年 2月にはさらに濃度が増加した．東京
湾では海流による散逸の影響よりも，二次拡散による流入の影響が
強かったと考えられる．地点ごとでは，2011年 8月には平場の方が
高濃度だったが，2012年 2月には深堀の方が大きく濃度増加し，以
後は深堀の方が平場より高濃度となる状況が維持された．深堀は一
度そこに落下した放射性セシウムが拡散しにくい，「海のホットスポッ
ト」と言えよう．また表層付近で濃度の大きな変動がみられなかった
2012年 8月試料と 2013年 8月試料でも，鉛直分布を見ると，時間
が経つにつれ 134Cs，137Csがより深い層に沈降しインベントリ（単位面
積当たりの総降下量）が増加したことを突き止めた．このことは周囲
からの放射性セシウムの流入が 2013年 2月時点でも続いていること
を示すと考えられる．

都立公園周辺のクロム鉱滓処理地における 
Cr（VI）流出メカニズム

都立大島小松川公園の地中には，この地で 1972 年まで操業して
いたクロム酸工場の製造過程で生成した 6価クロムを含んだクロム
鉱滓が埋められている．東京都は，このクロム鉱滓を還元処理し，
盛土をした上で公園として住民に開放した．しかしながら，クロム鉱
滓埋立地周辺では，Cr（VI）を含んだ水が時折漏出しているとの報告

がある．東京都は Cr（VI）が検出される度に，硫酸鉄（II）（FeSO4）に
よる還元無害化処理をしてきたが，流出する原因は分かっていなかっ
た．本研究では， Cr（VI）汚染が生じている大島小松川公園周辺にて
継続的に環境試料（水，雪，土壌）の採取を行い，Cr（VI）汚染状況
の把握を行った．それにより，なぜ還元処理後も Cr（VI）汚染が生じ
るのか，その Cr（VI）流出メカニズムの解明を目指した．
我々は継続的に，都立大島小松川公園外周の歩道上や集水桝で
水，雪試料を採取することにより，Cr（VI）を含んだ水が環境基準を
超過して流出していることを確認した．また，集水桝の懸濁態試料
の Crの XAFS測定により，流出しているCr（VI）の化学種は，埋め
立てられているクロム鉱滓と同じ，オキソ酸（CrO4

2－, Cr2O7
2－）のクロ

ム酸塩であることを確認した．また，FeSO4 により還元され生成した 

Cr（III）は，FexCr1-x（OH）3として固定されていることが XAFS 測定に
より示唆された．
異なる気象条件下での長期間の測定の結果，Cr（VI）は雨や雪が

降ると流出することが明らかになった（図4）．大雨や雪が降り，公園
の盛土内に雨水や雪解け水が染み込むと，埋め立てられたクロム鉱
滓中のCr（VI）を溶かし，Cr（VI）が地下水とともに流れ，地下水位
の上昇とともに地表面に流出するメカニズムが考えられる．一方，雨
量が少ない場合は，染み込んだ雨水は土壌に吸収されるため，盛土
内の Cr（VI）の地表への流出は起こりにくいと考えられる．また，高
濃度で Cr（VI）が検出された広場北側地点は，高低差 2 mの坂道を
下った場所であり，周囲より標高が最も低い場所である．雨水により
溶出したCr（VI）は，地下水や排水とともに標高が高い場所から低
い場所へと流れると考えられ，高濃度 Cr（VI）は標高が低い場所で
検出されやすいといえる．このように，気象条件に加えて地形も Cr

（VI）の流出に絡んでいるものと考えられる．

おわりに

以上のように，当研究室では，東京湾で採取した底質を対象に，
元素濃度や化学状態を分析し，複数の窪地および平場の酸化還元
状態の評価を試み，酸化還元状態の地点ごとの相違，および，同一
地点における酸化還元状態の季節・年ごとの相違を明らかにした．
また，都立大島小松川公園周辺のCr（VI）の流出問題については，
埋め立て当時の無害化対策の不十分さが指摘できるが，今回流出メ
カニズムが明らかになったことで，この地域周辺や同様の汚染が生
じている地域での Cr（VI）汚染対策手法を考える上での一助となるこ
とが期待される．

図3　東京湾底質表層3cmの放射性セシウムの濃度変化

図4　クロム鉱滓処理地からの6価クロム流出メカニズム
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多孔性イオン結晶とは？

高校化学で学習する塩化セシウムをはじめとしたイオン
結晶は，異符号のイオン同士が等方的かつ長距離まで働く
クーロン力により結びつけられることにより，対称性が高く
密な構造をとる（図1）．したがってイオン結晶は，「ナノサ
イズの孔を持つ多孔体」のモチーフとしては不向きであると
考えられる．ところが，単核イオン（例えば Cs+，Cl－）の替
わりに分子性イオンを構成ブロックとすると，イオン間にサ
ブナノ～ナノサイズの隙間が生じ，イオン結合に加えて水
素結合や π-π相互作用なども活用できることから，細孔や
空隙が構築される（図 1）．
このような多孔性イオン結晶の特長を，ゼオライトや配

位高分子錯体，粘土鉱物などの既存の多孔体と比べると，（1）
結晶格子内に働く電場がゲスト分子やイオンの吸着状態に
影響を及ぼすこと，（2）構成ブロック間に強い結合（共有結
合など）がないため，予め構成ブロックに構築した吸着点や
反応活性点を結晶化後も活用できること，（3）結晶構造の柔
軟性（構成ブロックの配列がゲスト分子の吸着脱離により変
化する），などが挙げられる。
分子性イオンのなかでもポリオキソメタレートは，一般

式MxOy
n－（Mは前期遷移金属：Mo，V，W，など）で表さ

れる酸素酸アニオン（陰イオン）であり，pH，濃度や共存イ
オンに応じた脱水縮合反応により生成する．電荷，サイズ，
形状や構成元素の異なる種々のポリオキソメタレートアニ
オン（POM）が合成されており，以下に挙げるように，適切
な対カチオン（陽イオン）との複合化により結晶化し，分子
そのものあるいは結晶構造に起因した機能を発揮する．
我々のグループでは，（I）POMの設計，（II）POMと分子

性カチオンとの自己組織化によるナノ構造体の創製，（III）
構造体生成過程の素反応制御による粒子形態制御，といっ
たサブナノからマイクロメートルに至るイオン結晶の階層的
を行ってきた（図2）。得られた多孔性イオン結晶は，分子
やイオンの吸着分離，イオン伝導，固体触媒などとして機
能する．本項では（II）に焦点を絞り，以下にその概要を紹
介する．

混合ガスの吸着分離

POM（［SiW12O40］4－）を，芳香族配位子（etpy = 4-ethylpyri-

dine）を有する分子性カチオン（［Cr3O（OOCH）6（etpy）3］+）
およびカリウムイオン（K+）と複合化すると，芳香族配位子
間に働くπ-π相互作用により1次元細孔を持つ多孔性イオ
ン結晶が得られる．細孔径は約 0.35 nmであり，細孔内に
はゲスト分子の吸着点として働くK+が存在する．本化合物
は，低圧から二酸化炭素（CO2：分子径 0.33 nm，沸点 195 K）
を吸着するものの，性質が似通ったアセチレン（C2H2：分子
径 0.33 nm，沸点 189 K）の吸着量は少ない．室温 1気圧に
おけるアセチレンに対する二酸化炭素の吸着量の比は 4.8

に達し，しかも，ゼオライトなどの既存の多孔体とは逆の選
択性である．この理由として，アセチレンと比べて分子内

多孔性イオン結晶の合成と分子やイオンの 
吸着・輸送・変換機能

相関基礎科学系　内田  さやか

図 1 多孔性イオン結晶の合成戦略．

図 2 イオン結晶の階層的構築．
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の分極がより大きな二酸化炭素は，イオン性の吸着サイト
（K+など）とより強く相互作用できることが挙げられる（多孔
性イオン結晶の特長 1，2）．このように，本化合物は性質の
似通った分子を見分けられることから，混合ガスに含まれ
る特定の成分を分離・精製する「分子ふるい」としての応用
が期待される［1］．

イオンの吸着分離

POMを［SiW12O40］4－から酸化還元活性な［PMo12O40］3－

に置き替えた化合物も得られている．本化合物に還元剤（ビ
タミンC水溶液）を加えると POMが一電子還元され，電
荷の中和のために水溶液から結晶内部へとアルカリ金属イ
オンが吸着される（図3）［2］。イオンの吸着及び還元速度の
序列は，アルカリ金属イオンのなかではCs+ > Rb+ > K+の順
であり，水和イオン半径及び水和エンタルピーの変化と合
致している．この序列は，水溶液から一次元細孔内へとア
ルカリ金属イオンと電子が協奏的に拡散するメカニズムに
より説明が可能である。
この現象を活かし，アルカリ金属やアルカリ土類金属イ

オンのなかからCs+のみを高選択的に吸着する化合物の合
成に成功している．本化合物は「孤立した空隙」のみを有し，

POMの分子回転が Cs+の拡散をアシストすることがわかっ
ており，上述の多孔性イオン結晶の特長 3（構造柔軟性）と
関わる．

ミクロからメソ領域へ

分子やイオンの拡散という観点からは，これまでに挙げ
たミクロ 細 孔（International Union of Pure and Applied 

Chemistryによる定義：< 2nm）よりも，メソ細孔（> 2 nm）を
持つ化合物が有利と考えられる．そこで，分極の大きなシ
アノ基を有する分子性カチオンと POMとを水中で複合化
させると，メソポーラスイオン結晶（図4）が得られた［3］．本
化合物は，孔径約 3.0 × 2.0 nmの一次元細孔を有し，細孔
内には結晶水が存在し，シアノ基が結晶水と相互作用して
いる．また，明確な酸点（H+）がないにもかかわらず，室温・
水蒸気存在下（相対水蒸気圧 95%）で 1.0 × 10－4 S cm－1と
いう高いプロトン伝導度を示し，これは氷の伝導度の 1万
倍程度の値である．さらに本化合物は，ベンズアルデヒド
のアリル化などの酸反応の触媒としても働く．これらの機
能は，水分子を分子性イオンに囲まれたナノサイズの空間
に閉じ込めることにより発現したと考えられ，上述の多孔性
イオン結晶の特長 1（電場の効果）と関わる．

［1］ R. Eguchi, S. Uchida, N. Mizuno, Angew. Chem. Int. Ed. 51, 1635 （2012）.
［2］ R. Kawahara., S. Uchida, N. Mizuno, Chem. Mater. 27, 2092 （2015）.
［3］ R. Kawahara, K. Niinomi, J. N. Kondo, M. Hibino, N. Mizuno, S. Uchida, Dalton 

Trans. in press, DOI: 10.1039/C5DT04556H.

図 3 アルカリ金属イオンと電子の協奏的拡散．

図 4 メソポーラスイオン結晶．
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環境応答論大講座

▼博士論文・修士論文の主なテーマ
○線虫におけるドーパミン・シグナルとその調節
○スプライシング異常のメカニズムとその制御
○光センサー　シアノバクテリオクロム TePixJ の解析
○２種類の集光超分子複合体フィコビリソームの機能解析
○クラミドモナスにおける窒素飢餓条件下での脂質蓄積の研究
○ゲノム解読に基づく藻類進化の研究
○小分子 RNA による標的遺伝子に対する特異性決定因子
○植物の高温応答時に働く RNA 分解酵素の解析
○ニューログロビンの細胞死抑制機構の解明と新規機能の探索
○マウス着床前胚分裂期の特異性の解析

▼担当教員と専門分野
池内　昌彦（光合成）
石浦　章一（分子認知科学）
大杉　美穂（細胞分子生物学）
岡田　由紀（分子生物学）［兼担］

佐藤　直樹（植物機能ゲノム学）
高橋　　望（機能生物化学）
趙　　一夢（神経分子生物学）
土松　隆志（進化生態遺伝学）

濱田　隆宏（植物細胞生物学）
緑川　貴文（光合成）
若杉　桂輔（機能生物化学）
渡邊雄一郎（植物環境応答学）

生命と地球環境は相互に影響を及ぼしながら，お互いを育んできた．
現在も生命は環境と密接な関わりを保っている．私たちは，生命の基
本的なしくみの理解に基づいて，個体や細胞が外部からの生物的・非
生物的な環境情報またはストレスを検知・受容し，それに適応・応答
してゆくしくみを研究している．

（1）人類や動物は，外界からの情報をもとに各種の行動を行なう．高
次脳機能と呼ばれる記憶や思考活動も，周囲の環境からの刺激に
対する応答の一種と考えられる．本大講座では，認知機能変化の
分子レベルでの解明，環境変化に応じた遺伝子発現制御による耐
性獲得のしくみなどの研究が行われている．また，環境に応じた
細胞の増殖，分裂時に染色体が維持されるしくみについての研究
も行われている．

（2）非生物的環境因子の中で，光は植物にとって重要である．植物は
光を光合成のためのエネルギーや環境情報として利用する一方，
光から受ける損傷を直す必要もある．本大講座では，光情報を伝
達するしくみ，光合成のしくみ，葉緑体の発達，葉緑体ゲノム装
置の分子構築と進化，光環境ストレスに対する応答機構の研究な
ども行なわれている．

（3）他の非生物的環境因子として温度変化，浸透圧，酸化ストレス，
栄養条件などがある．生物的環境因子としては，ほかの生物との
共生や競争，感染と防御などがある．本大講座では，種々の病気
を引き起こす原因となるこうしたストレス防御機構の分子レベル
での解析に加え，細胞共生や生態学的適応進化の研究，他の生物
侵入に対する防御反応に関する研究，短い RNA による遺伝子発
現調節機構に関する研究も行なわれている．

酸化ストレスに伴う神経細胞死を防ぐタンパ
ク質「ニューログロビン（Ngb）」の構造と機能
ヒト Ngbは補欠分子族ヘム（図中，赤色で表示）とタ
ンパク質（図中，黄色で表示）からなり，ヘムの鉄原子
に酸素分子が結合している．ヒト Ngbは酸化ストレス
応答性のセンサータンパク質として機能し，酸化スト
レスを受けると立体構造を大きく変化させ，まず，
flotillin-1タンパク質に結合し脂質ラフトに移行した後，
ヘテロ三量体Ｇタンパク質の αサブユニット（Gαi/o）
に対し「GDP解離阻害因子（GDI）」として働き cAMP
量の低下を抑え，神経細胞死を抑制することが明らか
になった．
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生命情報学大講座

▼博士論文・修士論文の主なテーマ
○ゲノムや遺伝子の再編成，ノンコーディングRNA，エピゲノムの相互作用
○海馬神経細胞の記憶学習におけるニューロステロイド効果
○生体分子モータータンパク質の 3次元力学特性
○レトロウイルスを模した新規生体分子コンピュータ
○神経及び内分泌細胞における分泌反応分子メカニズムの解明
○筋衛星細胞の活性化におけるスフィンゴ脂質の役割
○植物細胞における生体膜脂質の生理機能
○三次元培養環境における間葉系幹細胞の分化制御
○ホルモン分泌を制御する化学物質受容体の同定とその機能解析
○エネルギー情報感知による消化管ホルモン分泌調節機構の解析
○ゼブラフィッシュを用いた記憶・学習・意思決定メカニズムの解析

▼担当教員と専門分野
太田　邦史（分子細胞生物学）
木本　哲也（生物物理学）
小林　康一（植物細胞生理学）
庄田耕一郎（生物物理学）
須河　光弘（生物物理学）

陶山　　明（生物物理学）
坪井　貴司（分子細胞生理学）
中村　隆宏（分子細胞生物学）
長田　洋輔（細胞生物学）
松田　良一（発生再生生物学）

矢島潤一郎（生物物理学）
吉冨　　徹（生命医工学）
吉本敬太郎（生命医工学）
和田　　元（植物細胞生理学）

生命体内での「情報の分子的基礎」と「情報の流れと変換」について
分子レベルから細胞・個体レベルまで総合的に研究し，教育する．研
究内容は大きく分けて次の 4つの分野である．
（1）分子認識とゲノム
ゲノム DNA再編成や遺伝子シャフリング・エピゲノム再編成など，
生命に多様性をもたらす遺伝子多様化の分子機構とその生物学的意義
を明らかにする．生命の情報処理機構を模倣した分子コンピュータ・
人工生命体の構築と，DNAの分子認識を利用したナノデバイス・ナノ
マシン，診断法の開発などを行う．
（2）生体分子機械の化学・力学エネルギー変換
独自の光学顕微技術を開発し，ナノバイオロジーの手法を駆使して

生体分子モータータンパク質や細胞の運動の分子メカニズムを解明す
る．
（3）動物・植物の細胞生理学
骨格筋の幹細胞の分裂機構の解明と，筋ジストロフィーなどのナン

センス突然変異に起因する遺伝子疾患の治療法の研究開発を行う．繊
毛・鞭毛の構造形成と運動制御の分子機構を解明し，細胞運動と生殖
との関係を解明する．神経及び内分泌細胞からの分泌反応の分子メカ
ニズムを生化学的及びバイオイメージング的手法を用いて解明する．
植物細胞における葉緑体分化機構と．生体膜脂質の生理機能を明らか
にする．生体外で多細胞構造体の三次元培養法を確立し，多細胞構造
体の機能を明らかにする．
（4）脳における高次情報変換
海馬神経細胞における記憶学習メカニズムなどの脳の高次機構を生物
物理学的手法と分子細胞生物学的手法を組み合わせて解明する．

一本鎖DNA（配列ACGG）の	 	
塩基スタッキング
（a）塩基スタッキングの形成と崩壊のダイナミクスを
示した分子動力学計算の結果．塩基スタッキングが形
成されると，パラメータ ξは図中の赤い直線より下の
値をとる．100 nsの間に，形成と崩壊が繰り返し起こっ
ていることがわかる．
（b）4つの塩基が完全にスタッキングした構造．
（c）スタッキングが一部壊れている構造．
（d）隣接塩基間以外の塩基同士のスタッキング構造．

5'端から数えて 1番目と 4番目の塩基，3番目と 4番
目の塩基同士がスタッキングしている．塩基スタッキ
ングの構造と安定性は一本鎖核酸の構造や他の分子と
の相互作用に大きな影響を与える．
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生命機能論大講座

▼博士論文・修士論文の主なテーマ
○アフリカツメガエルの初期胚予定神経領域における細胞の配列・張力の変化の研究
○セミインタクト細胞を用いた Rab6A のゴルジ体ターゲティング過程の再構成とその作用機序の

研究
○ラン藻由来アルカン合成関連酵素の構造機能解析とバイオエネルギー生産への応用
○天然変性タンパク質 HIV-1 Tat の立体構造解析
○HER ファミリー阻害剤ハースタチンの C 末端ドメインの立体構造解析
○DNA アプタマーとナノポア膜タンパク質を用いた揮発性分子の検出
○3T3-L1 細胞を用いた脂肪細胞分化における核構造の変化と転写制御メカニズムの研究

▼担当教員と専門分野
新井　宗仁（生物物理学）
枝松　正樹（分子細胞生物学）
佐藤　　健（分子細胞生物学）
竹内　昌治（ナノバイオテクノロジー）［兼担］

豊島　陽子（分子細胞生物学）
林　　勇樹（進化分子工学）
道上　達男（分子発生生物学）
村田　昌之（細胞・合成生物学）

森山　　崇（分子細胞生物学）
依光　朋宏（分子細胞生物学）

本講座では，生命の機能を分子・超分子構造・細胞・組織・個体レ
ベルから捉え明らかにしていくことを目指している．研究手法も生化
学・分子生物学・細胞生物学・生物物理学・発生生物学と多岐にわたっ
ており，本講座の多面性・多様性を示している．近年の生命科学では，
純粋な生物学を追究するのはもちろんであるが，数学・物理・化学な
ど他の科学分野との連携が必須であり，複合分野にまたがる教員が所
属する本講座は，新しい生命科学を目指す学生にとって大きな利点と
なろう．以下に具体的な研究内容を紹介する．
（1） 細胞・個体内のタンパク質・核酸の動態可視化と機能解析システ

ムを，独自に開発したセミインタクト細胞リシール法を用いて構
築し，高次生命機能や疾患の分子メカニズム解明とその創薬・診
断への応用を目指す．

（2） 小胞輸送現象を試験管内，あるいは顕微鏡下で再現することによ
り，その過程におけるタンパク質間の総合作用やダイナミクスの
解析を行い，タンパク質選別輸送のメカニズムの解明を目指す．

（3） 脊椎動物胚の初期胚，あるいはヒト iPS細胞を用い，形態形成や
器官分化の分子メカニズムについて，分生生物学的手法に加え物
理・数理的観点から研究を行う．

（4） モータータンパク質と細胞骨格の相互作用について，分子レベル
での構造解析や，再構成運動系における運動機能の測定を行い，
タンパク質集合体や超分子構造におけるタンパク質の機能メカニ
ズムの解明を目指す．

（5） タンパク質のフォールディング機構の解明，天然変性タンパク質
の分子認識機構の解明，およびバイオエネルギー生産や抗体医薬
品製造を支援する有用タンパク質の分子設計を目指している．

（6） 生体分子や細胞を組み合わせ，細胞や組織を人工的に作ることを
目的としている．作る過程を通じて生命現象を明らかにしたり，
創ったモノを創薬・医療に応用する研究を行っている．

（A, B） FRETセンサープローブを用いた，ツメガエル
全胚の張力測定．Aは導入したコンストラクト．アク
チン結合タンパク質アクチニン，2種類の蛍光タンパ
ク質，両者を連結する“バネタンパク質”から構成され
ている．Bは神経胚期における細胞張力の強弱を示し
たデータ．予定神経外胚葉で張力が強く生じている（紫
の部分）．（C）ヒト iPS細胞から誘導された膵臓内分泌
細胞．INSはインスリンを，GCGはグルカゴンを作り
出していることを示す．DAPIは核を染色している．
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運動適応科学大講座

▼博士論文・修士論文の主なテーマ
○減量速度の違いがラットの骨格筋重量およびその制御因子に及ぼす影響
○アルツハイマー病モデルマウスにおける障害物回避歩行時の記憶誘導性動作の障害
○恐怖条件付け徐脈における小脳の役割

▼担当教員と専門分野
新井　秀明（運動生化学）
今井　一博（スポーツ医学）
小笠原理紀（運動生理学）
北岡　　祐（運動生理生化学）
久保啓太郎（運動生理学）

笹川　　俊（運動生理学）
佐藤　　和（運動生理学）
寺田　　新（運動生理生化学）
八田　秀雄（運動生理生化学）
福井　尚志（スポーツ医学）

藤木聡一郎（システム工学）
班目　春彦（運動生理学）
柳原　　大（運動生理学）

本講座では，身体運動が生体に及ぼす変化や，それによる生体の適
応機能について総合的に研究している．対象としてヒトだけでなく，
ラットやマウスなどの動物個体，また組織・細胞も用いて，体育学的，
生物学的，及び医学的視点から研究を行っている．具体的には次のよ
うな内容の研究が行われている．
（1） ヒトの身体運動のメカニズムの解明
 超音波法，MRI法，筋音図法，筋電図法，脳波法，高速度撮影法
など最新の解析技術を用い，人体や軟部組織の形態や機能変化，
発育発達やトレーニングが生体に及ぼす影響，心身を連携する身
体の動かし方，脳による動きの制御機構等について研究している．

（2） 生体運動の仕組みと身体活動の全身機能への影響に関する実験動
物を用いた研究

 実験動物の筋骨格系，心肺循環器系，脳神経系からそれらの機能
を記録，またはその組織を採集し，生理学的，生化学的，遺伝子
工学的手法を用い，運動によってもたらされる生体の適応過程を
解析している．具体的には，骨格筋の肥大や萎縮に関する機構の
研究，糖代謝特に乳酸の動態に関する研究，糖尿病や変形性関節
症など疾病のメカニズムに関する研究，運動制御や運動学習の中
枢メカニズムの研究，中枢神経シナプス可塑性の薬理学的研究な
どが研究課題である．

（3） 身体運動やスポーツ活動が生体に及ぼす医学的研究
 身体運動やスポーツによっておこる障害や，疾病との関係に関す

る研究が主である．運動によって生じる可能性のある障害の予防，
運動処方や運動療法などによる適切な運動負荷を生体の病後の回
復や適応に役立てる研究，生活習慣病予防の基礎課程に関する研
究等を行っている．

近年，高所トレーニングに際して，living high, training 
lowと呼ばれるように，生活をより高い場所で行い，
トレーニングは低い場所で行うことがよくみられる．
そこで標高 1300 mの高地での陸上長距離選手の滞在
合宿時に，夜間の睡眠時には標高 3000 m相当の低酸
素環境に曝露させた．血液量およびそれに伴う有酸素
性能力の変化として写真のように最大酸素摂取量を測
定することなどから，その効果を検討している．
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認知行動科学大講座

▼博士論文・修士論文の主なテーマ
○命令幻聴への服従行動に影響する認知的要因
○自己生成情報を用いた全身リズム運動の時空間的組織化
○多関節協調からみた立位姿勢制御の発達
○Female-to-Male トランスジェンダー / トランスセクシュアルにおける男性ホルモン投与の影響
○下肢制御における筋シナジーの切替機序
○高不安者におけるワーキングメモリ注意制御機構の調節異常
○視空間ワーキングメモリにおける保持システム：容量の独立性と注意の役割
○脳内の異なる情報処理を繋ぐメカニズムとしての周波数間カップリング
○生活史上の適応戦略としてのパーソナリティ特性
○幻聴様体験の認知メカニズム：外的誤帰属、侵入思考、自我異和感の効果
○ヒトの注意状態に応じたネコ（Felis silvestris catus）の反応
○他者の信頼性判断時における情報探索
○ジュウシマツ大脳聴覚野の音列処理機構
○自己注目が自己理解と抑うつに与える適応的、不適応的影響
○ヒト言語関連遺伝子の鳴禽脳における発現様式：発話とさえずりの共通基盤を探る
○ラットにおけるメタ認知の存在証明
○個人内パフォーマンス変動がリスク選択方略に与える影響：ゴルフパッティング課題を用いた検討
○協動筋間における個々の筋の疲労の評価　超音波剪断波エラストグラフィーと表面筋電図による研究
○静止立位中の認知負荷が姿勢制御に与える影響
○筋肥大および脂質代謝に関わる一塩基多型の網羅的探索
○テニスにおけるルール変更がプレー内容に及ぼす影響：ワントラップルールによる攻撃的プレーの誘発
○ヒト移動運動の神経回路における速度依存性遷移

▼担当教員と専門分野
飯野　要一（スポーツバイオメカニクス）
石井　直方（筋生理学）
石垣　琢麿（臨床心理学）［兼担］
井村　祥子（バイオメカニクス）
岡ノ谷一夫（神経生態学）
小川　哲也（運動生理学）
岡本　　仁（脳科学）［客員］
小幡　博基（運動生理学）
風間　北斗（知覚神経回路機構）［客員］

菊池由葵子（認知神経化学）
工藤　和俊（運動生理心理学）
合田裕紀子（脳科学）［客員］
齋藤　慈子（比較認知科学）
酒井　邦嘉（言語脳科学）
ジョシュア・ジョハンセン（脳科学）［客員］
進矢　正宏（運動生理学）
内匠　透　（脳科学）［客員］
丹野　義彦（異常心理学）

トーマス・マックヒュー（脳科学）［客員］
長谷川壽一（動物行動学）
中澤　公孝（運動生理学）
深代　千之（バイオメカニクス）
松島　公望（発達心理学）［兼担］
本吉　　勇（実験心理学）
吉岡　伸輔（スポーツバイオメカニクス）
四本　裕子（認知脳科学）

環境を認知し，それにもとづいて適応行動を実現するメカニズムに
ついて，神経活動，個体行動とその発達，社会行動，スポーツなどさ
まざまな視点から総合的に研究・教育することをめざしている．人間
行動に対して，日常動作やスポーツなどの身体運動と，言語，思考，
認知などの精神機能の双方から学際的にアプローチを進めていくのが
本講座の特徴である．運動神経生理学，バイオメカニクス，スポーツ
医学，スポーツ行動学，計量心理学，動物行動学，臨床心理学，認知
脳科学，心理物理学など，さまざまな分野の研究方法が駆使されてい
る．また研究対象も健常な成人にとどまらず，高度に適応した熟練技
能者やスポーツ選手，心理的な不適応をきたしている人，さらには系
統発生的な比較研究が可能となる各種の動物にまで及んでいる．研究
の性質上，スポーツ施設，病院，リハビリテーション施設をはじめと
する学外のさまざまな研究機関との共同研究も多く，そうした機関に
在籍する社会人大学院生も受け入れている．

示威ディスプレイする雄のチンパンジー
ヒトとチンパンジーの DNA配列はわずか 1.23パーセ
ントしか違わない．現在，チンパンジーはアフリカの
ジャングルの中で絶滅危惧種としてひっそりと暮ら
す．対してホモ・サピエンスは，地球の環境を破壊し
尽くす程に栄華を謳歌している．この二種の生物はど
こまで同じで，どこが異なるのか．生物としてのヒト
と文化的存在としての人間との間に，どのような遺伝
的，行動的，認知的な変化が生じたのか．進化心理学，
進化人類学は，人間の進化の道筋を類人猿等と比較し
ながら研究する学問である．
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基礎システム学大講座

▼博士論文・修士論文の主なテーマ
○Mass Loss by Pulsational Pair-Instability in Very Massive Stars  （巨大質量星におけるpulsational 

pair-instability による質量放出）
○無限の台集合上の凸幾何
○相対論的な高速回転星の軸対称振動の数値的研究
○デジタイザを用いた陽電子消滅時間運動量相関測定装置によるガス中におけるポジトロニウム原子の

研究
○複数のセンサーを備えたSensor Network の構築及び環境に対するDynamics の複雑さの研究
○Time Scales, Synaptic Plasticity, and Embodiment（タイムスケール、シナプス可塑性、身体性認知）
○Investigating Extended Embodiment with Computer Simulations and Real Human Experiments	  
（身体性の拡張に関するコンピュータシミュレーション及び認知実験）

○High-Resolution Simulations of Small-Scale Structures of Dark Matter Halos （高分解能シミュレー
ションによるダークマターハローの微細構造の研究）

○Memory and Time in Artificial Neural Networks（人工神経細胞ネットワークにおける記憶と時間）
○Studies of equilibrium states with magnetic field and meridional flow in astrophysics  （天体物理学

における磁場や子午面流を伴った平衡状態の研究）

▼担当教員と専門分野
池上　高志（非線型複雑系の数理）
江里口良治（宇宙物理学）
金澤雄一郎（統計科学）［客員］
齋藤　晴雄（物理学実験）

谷川　　衝（宇宙物理学）
谷口　敬介（宇宙物理学）
土井　靖生（赤外線天文学）
中村　政隆（離散数学）

蜂巣　　泉（宇宙物理学）
吉田慎一郎（宇宙物理学）

自然の諸階層にわたって現れる非線形現象および非線形システム
を，様々な角度から解明することを目指している．最近の研究内容は
次のようなものである．
まず宇宙に関連して（1）回転星の構造や不安定性，連星中性子星や
連星ブラックホールの合体過程，中性子星やブラックホールの形成過
程，超新星爆発や新星現象のメカニズム，宇宙における磁気流体過程，
恒星や連星系の進化計算などの研究，（2）赤外線による宇宙観測（原始
星や原始銀河の衛星による観測）およびその検出器の開発がなされて
いる．
また，人工システムでは，計算機中に人工世界を構築して自己複製
機構の発生と進化，アルゴリズムとデータの共進化，カオスと協調性
の進化，カオスの多様性の維持，ジレンマゲームにおける戦略の進化
などが研究されている．その他にも，ポジトロニウムと呼ばれる，電
子と陽電子が対になった原子の実験的研究，グラフ，マトロイド，凸
幾何などの離散数学や，組み合わせ最適化アルゴリズムと生物情報学
の研究といった研究も行なわれている．

図 : 二つの白色矮星どうしの合体過程（上図は密度分
布）（下図は温度分布）．温度の高い領域で炭素の核融
合反応が起こる． 佐藤裕史提供．
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情報システム学大講座

▼博士論文・修士論文の主なテーマ
○ハイブリッド画像の生成法ならびに評価法
○時間的連続性を維持するビデオ編集法
○対象への働きかけを考慮したアニマシー知覚の認知メカニズムに関する検討
○コンポーネント固有の関心事のためのアスペクト指向言語機構
○Web 構造の分析

▼担当教員と専門分野
麻生　英樹（人工知能）［客員］
植田　一博（認知科学）
柏原　賢二（離散数理）
金井　　崇（コンピュータグラフィックス）［流動］
金子　知適（人工知能）［流動］
河村　彰星（計算量、アルゴリズム）

品川　高廣（オペレーティングシステム）［教専］
柴山　悦哉（コンピュータソフトウェア）［教専］
関谷　貴之（教育支援システム）［教専］
田中　哲朗（プログラミング言語）［教専］
開　　一夫（認知科学）
福田　玄明（認知科学）

福永アレックス（人工知能）
船渡　陽子（計算天文学）
森畑　明昌（プログラミング言語）
山口　和紀（データモデル）
山口　　泰（視覚メディア

人間自身の情報処理を対象とした認知科学的な研究から，コン
ピュータそのものを扱う計算機科学的な研究まで，システムと情報と
いう観点から幅の広い研究と教育を行なう．また他の大講座と協力し
て各種複合システムのシミュレーション・評価などの理論的考察と展
開を目指す．研究内容は以下のとおり．
（1） 情報（information）と計算（computing）のモデルに関する研究
情報モデルの比較研究と情報構造の特徴づけ及び部分空間分類．形

状のモデル化，とくに形状位相表現や曲面処理技術．画像情報の処理．
（2） 情報処理システムの計算機構，ハードウェア，ソフトウェアおよ

び分野適合な利用技術に関する研究．コンピュータネットワーク．
（3） 人間コンピュータの複合系としての情報処理システムの研究
立体形状の線画表示．抽象情報の図化と例示による写像記述方式．

問題解決と発想を支援するシステム．情報処理システムにおける人間
の負担．
（4） 情報と人間に関する研究
人間の推論・問題解決・学習・発想などの情報処理プロセスの認知

科学的研究．類推とアブダクションによる仮説形成．乳幼児における
発達メカニズムに関する研究．科学論・システム論．技術史．人間の
感性に関わる情報の計量化とその応用．錯覚を利用した情報提示．機
械（コンピュータ）によって人間が賢くなるための研究．脳機能の情報
科学的モデルに関する研究．
（5） 人工知能の研究
探索・制約充足・組み合わせ最適化問題に関する研究．進化論的計

算手法．ロボット等の自律システムにおける自動行動計画．ゲーム木
探索．評価関数の機械学習．

「メッシュデータの線画表示」
これまでの 3次元コンピュータグラフィクスでは，写
実的な表現が重視され，現実感の高い陰影画の生成が
追求されてきた．しかし，機械製品のマニュアルや歴
史的な遺物の記録画としては，形状を容易に把握でき
る線画が好まれており，人間が手で描かざるをえな
かった．近年になって 3次元のメッシュデータを入力
として，自然な線画生成を行う手法が研究されている．
既存研究は，形状の微分特徴を基礎とするためノイズ
の影響を強く受けてしまい，適切な線画を得ることが
困難であった．我々の手法では，多少のノイズがあっ
ても，形状の特徴を捉えた線画を描くことができる．
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自然体系学大講座

▼博士論文・修士論文の主なテーマ
○動物行動における動きのパターンと相互作用の解析
○ニホンヒキガエルにおける遺伝的多様性と社会的相互作用
○ヒト社会での親の投資と雌雄の選り好みによる配偶システムの進化
○ニホンミツバチの季節に応じた熱蜂球による防衛戦略
○ヒシの分布状態が湖沼の水質および水生生物に及ぼす影響
○阿蘇・久住地域の絶滅危惧植物における系統地理と遺伝的構造
○南部北上帯中部ペルム系岩井崎石灰岩最上部の岩相および同位体層序
○広帯域色素増感太陽電池に向けたRu錯体の分子工学に関する研究
○有機金属ハライドペロブスカイト太陽電池の広帯域化に関する研究

▼担当教員と専門分野
石川　　晃（固体地球化学）
磯﨑　行雄（地球科学・生命史）
伊藤　元己（多様性生物学）
岡田　泰和（行動・生態発生学）
小河　正基（地球物理学）

河合　研志（固体地球物理学）
小宮　　剛（生命地球環境進化）
佐藤　守俊（分子イメージング）
シェファーソン　リチャード（進化生態学）
嶋田　正和（集団生態学）［流動］

瀬川　浩司（分子システム）［教専］
藤田　　誠（有機化学・錯体化学）［兼担］
増田　　建（植物生理学）［兼担］
吉田　丈人（生態学）

自然界に存在する多種多様なシステムを対象として，個別科学に立
ちながら，その枠を越えてシステムとしての仕組みと挙動を解明し，
人間・社会にまで関係するものを含めてその制御を考究する．ここで
いう自然界のシステムには，物質的・地球的・生命的・生態的なもの
を含む．この大講座は以下の 4つの研究グループから構成されている．

地球変遷研究グループ：地殻・マントル・核など，地球の層構造を
形造る部分の進化とそれらの相互作用，また，生物の進化との相互作
用を追求し，システムとしての地球変遷を研究する．
物質・エネルギー循環研究グループ：地球表層における物質移動を
大気圏・水圏・堆積圏・生物圏の間の循環と捉え，その過程でどのよ
うな素過程が各物質の移動を支配するかを解析する．また，人類活動
がそれらにどのようなインパクトを与えつつあるかの分析をもとに，
地球表層の将来の環境を予測し，人類の生存環境の最適化を目指す研
究を進めている．
生物社会学研究グループ：動植物に見られるさまざまな生物社会の

実態と，それらの進化プロセスを明らかにし，さらにその系統進化を
統一的に理解する理論の構築を目指している．
生態システム研究グループ：植物の光合成による物質生産や動物の

資源利用，個体群のダイナミクスと種間相互作用，生物群集と生態系
の構造と機能，生態ダイナミクスと進化ダイナミクスの相互関係など
を研究している．

ミジンコの形態にみられる表現型可塑性
多くの生物は，生息環境の変化に応答して，その表現
型をより適応的なものにかえる能力をもつ．それは，
表現型可塑性とよばれる．ミジンコは，魚やフサカ幼
虫などの捕食者から放出される匂い物質（カイロモン）
を感知して，尾刺・尖頭・背首歯などを発現すること
がある．これらの可塑的に誘導された形態は，ミジン
コに対する捕食圧を減らし，ミジンコの適応度に貢献
することが知られている．
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複合系計画学大講座

▼博士論文・修士論文の主なテーマ
○グローバル時代における自動車産業の立地調整と国内生産システムの変化
○国土周辺地域における資源利用の再編
○ライフコースからみた韓国女性の就職移動
○熱帯・亜熱帯地域における農業開発と社会変動
◯底質中元素の濃度と化学状態を指標とした貧酸素水塊の経年評価
○研究開発における予測の構造化とその研究開発評価への応用
○製造業における設計・生産の連携強化のための技術マネジメントに関する研究
○技術変化の影響評価：環境対策における技術の波及効果と構造変化の分析
○都市景観や建築とそれについてのイメージ生成過程の分析的研究
○科学技術と社会との接点の課題における市民参加の手法
○計算幾何学を用いた空間環境のデザインシステム

▼担当教員と専門分野
荒井　良雄（都市地理学）
梶田　　真（人文地理学）
加藤　道夫（空間設計理論）
小豆川勝見（環境分析化学）

舘　　知宏（空間設計理論）
永田　淳嗣（人文地理学）
藤垣　裕子（科学技術社会論）
松尾　基之（環境分析化学）

松原　　宏（経済地理学）
與倉　　豊（人文地理学）
横山ゆりか（空間計画論）

人間・社会と自然を対象に含む複合的な系を計画主体の視点から研
究する．都市，生活空間，環境，資源・エネルギー，科学技術政策等，
人文社会科学，自然科学，工学の境界領域に横たわる，さまざまな複
合的課題の解明を目的としている．各領域固有の方法論のほかに，シ
ステム論，設計論，戦略論，経営論等の計画学の方法論を用いる．具
体的な研究内容の例は次の通りである．

○地域間所得再分配のメカニズムとその変容に関する実証研究
○地域データ分析等による都市住民の生活活動の時空間構造や企業及
び住民の情報行動の空間性の解析に関する実証的研究
○立地論に基づく経済地理学の理論的研究及び産業立地と地域経済に
関する実証的研究
○農業土地利用における環境と人間の関係に関する政治生態学的研究
○環境中の種々の元素の自然な分布と挙動に対する人間活動の影響に
関する分析化学的立場からの研究
○人間と空間環境との関係に関する研究
○建築設計における空間構成に関する設計システム論の立場からの理
論的研究
○科学技術社会論の視点から科学技術と社会との接点で発生する諸問
題，公共空間の意志決定に関する課題の研究
○認知科学と組織知能論の視点から，人間や人間組織の創造的／知的
活動に関する研究

Systems approach

Systematic

Introspection :
　　Analytic reduction
　　（自然科学）

Systemic

Contemplation :
　　Holistic meditation

Construction :
　　Creative design
　　（工学，マネジメント）

Extraspection :
　　Synthetic integration
　　（人文社会科学）

システムズアプローチ
（Heiner Müller—Merbachより）
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科学技術基礎論大講座

▼博士論文・修士論文の主なテーマ
○エナクションの現象学：身体的行為としての事物知覚と他者知覚
○反個人主義的共同行為論―間主観的な行為者性
○清国における軍事技術政策の変容：1860 年～ 1894 年
○知覚経験の概念性と非概念性
○記憶と因果―哲学的ならびに経験的検討
○Julius Caesar Scaliger, Reformer of Renaissance Aristotelianism: A Study of Exotericae 

Exercitationes
○ファラデーの電磁気学研究における力・力能・粒子
○超越論的な生命の哲学―ハイデガーにおける形而上学の可能性―
◯『ニコマコス倫理学』におけるアリストテレス道徳教育論の哲学的基礎
◯義務と超義務―高負担免除テーゼ，契約論，リバタリアニズム―
◯道徳的直観のメカニズム
◯イブン・スィーナーの『医学の詩』と中世アラビア医学の変容
◯清末中国と明治期の日本における西洋数学の受容
○実在論と知識の自然化―自然種の一般理論を中心とする哲学的自然主義の体系―
◯ソヴィエト連邦における物理学哲学論争
◯分子系統学における進化と種の概念―パラダイムシフト説の批判的検討―

▼担当教員と専門分野
石原　孝二（科学技術哲学）
岡本　拓司（科学技術史）

信原　幸弘（科学哲学）
野矢　茂樹（科学哲学）［兼担］

橋本　毅彦（科学技術史）
廣野　喜幸（生命論）

今日の自然科学，そして科学と結びついた現代技術の発展には目覚
ましいものがあり，科学技術は現代文明の中心的位置を占めるととも
に，人間社会に豊かさをもたらしてくれた．その一方で，豊かさの代
償として地球規模の環境問題や資源枯渇問題がもたらされ，また，高
度な医療技術の発達により生命倫理の問題も引き起こされている．
このような科学技術の進展も，人間の営みである以上，歴史的，社

会的，思想的背景を反映したものであり，それらの背景を考察するこ
とは，今日大きな影響力をもつ科学技術の現状と将来を考察していく
上で不可欠な知見と視点を提供してくれるだろう．このような理念の
下で，本大講座では，内外の科学技術の歴史的遺産を学びながら，そ
の哲学的・社会学的考察を深めていこうとする．専任スタッフの研究
内容は，自然科学・技術・医療の歴史，東西文明における古代・中世
の科学思想史，近代科学の形成と展開，近世近代日本における科学と
技術の歴史的発展，現代社会における科学・技術・医療をめぐる諸問題，
科学的技術的活動における理論と実践の役割，人工知能や脳科学に見
出される心身問題と倫理問題などである．これらの研究内容を専門と
する専任スタッフを中軸に，他大講座の自然科学者，総合文化研究科
他専攻の人文科学者・社会科学者，そして学内外の関連専門分野の研
究者の協力を得ながら，学際的な教育と研究がなされている．また本
大講座は，科学史・科学哲学・科学社会学・技術論などの専門的研究
者を養成するだけでなく，すでに実社会の経験をもつ社会人や，アジ
アをはじめとする海外からの留学生を受け入れ教育する，社会に開か
れた研究教育の場となっている．

近代解剖学の父アンドレアス・ヴェサリウスによって
出版された『人体の構造について』（1543）のタイトル
ページに描かれた図．ヴェサリウスによる解剖学の講
義の様子が描かれている．2011年度には，ケンブリッ
ジ大学の楠川幸子講師により，近代初期の科学史に関
する講義と，このような図像に関する講演をして頂い
た．
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自然構造解析学大講座

▼博士論文・修士論文の主なテーマ
○Wess-Zumino-Witten-type formulation for NS-NS superstring field theory
○Supersymmetric gauge theories on various four-dimensional spaces and two-dimensional 

conformal field theories
○Three Point Functions in AdS5/CFT4 Correspondence and Integrability
○Signatures of low-scale string models at the LHC
○Boundaries and domain walls in two-dimensional supersymmetric theories
○強レーザー場中の原子のイオン化機構の理論的解明
○少数分子化学反応における分子数の間欠的 2 値間ゆらぎ
○弦理論における質量繰り込みと真空シフト
○弦の場の理論におけるマージナル変形
○クォーク閉じ込めの双対超電導描像と “QCD モノポール ”
○非線形力学モデルに基づく多谷ポテンシャル上の動力学

▼担当教員と専門分野
大川　祐司（素粒子論）
奥田　拓也（素粒子論）
風間　洋一（素粒子論）

加藤　光裕（素粒子論）
菊川　芳夫（素粒子論）
染田　清彦（理論化学）

藤井　宏次（原子核理論）
簑口　友紀（低次元量子流体）
和田　純夫（素粒子論）

自然界の基本構造や，相互作用の研究は従来，素粒子・原子核・原子・
分子・凝縮系といった異なるスケールごとに別々の分野で研究が進め
られてきた．これに対して，本大講座においては，個々の対象として
の研究と同時に，むしろ異なるスケールの系に共通して現れる普遍的
な構造や法則に着目することにより，また様々な分野に研究基盤を持
つ研究者どうしの協力を押し進める事によって，自然界の相互作用，
対称性やその破れ，相転移のダイナミクス等を，場の量子論や統計物
理学の手法を用いて総合的・統一的な観点から解明する事をめざして
いる．
以下，現在の主な研究テーマの一部を挙げる．

（1） 自然界のあらゆる素粒子と重力を含む全ての相互作用を統一的に
記述する究極の理論としての超弦理論の研究．

（2） 量子重力理論および量子宇宙論．
（3） 超対称性や双対性，ゲージ対称性，カイラル対称性等，弦理論・

場の量子論における対称性と非摂動効果の研究．
（4） クォーク・グルーオンの基本理論としての量子色力学に基づくハ

ドロンの構造や相互作用についての非摂動論的な研究．
（5） 有限温度・密度での量子色力学．
（6） 格子ゲージ理論にもとづく場の量子論の解析的，数値的な研究．
（7） ヘリウムの多孔質媒質中での超流動転移・二次元超流体の渦のダ

イナミクスなど量子凝縮系の様々な性質の解明．
（8） 化学反応における原子の動力学，特に原子の運動がカオス的であ

る場合に現れる「ランダム性」の起源・性質の研究等．

図 1：弦理論における 3点散乱振幅．場の理論におけ
る散乱振幅の摂動論はファインマン図による展開で与
えられる．弦理論はファインマン図における粒子を弦
に置き換えて得られる散乱振幅の摂動論である．この
図は１つの弦（赤）が 2つの弦（青と緑）になる過程を
あらわしている．
図 2：弦の場の理論における 3点相互作用項の共形場
の理論を用いた記述．弦の場の理論は，弦理論の摂動
展開を再現するように構成された理論である．1986年
にWittenが構成した弦の場の理論では，弦の左半分と
右半分を貼り合わせて 3点相互作用項が作られている．
この図は 2次元の共形場の理論を用いた 3点相互作用
項の記述をあらわしている．共形場の理論は等角写像
を対称性として持つ理論であり，図 1における 3つの
伝播する弦（赤，青，緑）は図 2でそれぞれ対応する色
の曲線であらわされている．ここで使われている座標 
z は，複素平面での座標 xと z = arctan xという等角写
像で関係付けられており，3点相互作用はこの等角写
像によって縦方向に無限に伸びている半直線であらわ
された弦の左半分および右半分の貼り合わせによって
記述されている．この記述をもとにして近年弦の場の
理論の解析解が構成され，弦の場の理論の研究が大き
く進展している．

図 1

図 2
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複雑系解析学大講座

▼博士論文・修士論文の主なテーマ
○触媒反応細胞モデルの成長効率
○深層・再帰的ニューラルネットによる時系列高次構造抽出
○Tropical 幾何による超離散QRT系の定性的分類
○共形場理論の量子保存量とシュレーディンガー方程式
○1次元排他過程と可積分性
○生物システムにおけるパタン形成と情報処理
○自己参照関数方程式：自然言語の理解へ向けて
○情報処理の熱力学の研究
○細胞分化の動的モデル：細胞社会におけるルールの生成
○記憶を埋め込んだ神経系の自発活動
○離散的反応系：分子の離散性がもたらす状態遷移
○恒常性．可塑性．記憶：酵素競合律速から生まれる生命の普遍性
○粘菌細胞における自発的運動と形態変化の定量的解析

▼担当教員と専門分野
金子　邦彦（非線形・複雑系現象論）
國場　敦夫（可積分系）

堺　　和光（統計力学）
澤井　　哲（生物物理）

畠山　哲央（生物物理）

自然の示す複雑さの起源を探り，記述し，これを理解することを目
指し研究と教育を行っている．物性物理，生命システム，情報認知過
程から社会現象までの幅広い分野を対象としているが「複雑な運動や
要素間の複雑な関係性をいかに記述し理解するか ?」などの問題意識を
持って，非線形動力学，統計力学等の手法をふまえて複雑系の諸現象
の解明に挑んでいる．
非線形系でのカオスについては，特に大自由度のカオスや時空カオ

スの研究が行われている．また，力学系の研究をふまえて，脳，進化，
発生の構成的理論化がシミュレーションをふまえて行われている．そ
れに対して，統計力学・力学系理論を背景として．生物物理学や分子
細胞生物学的な実験手法とを組み合わせることで．細胞の運動や細胞
の入出力関係．細胞間シグナリングを．定量的に解析し．動態の特性
を理解する実験研究が進んでいる．さらに．　情報と物理，とくに情
報と熱力学の関係についての研究も行っている．とくに非平衡統計力
学を情報処理過程へ拡張し，それを生体内の情報伝達などへと応用す
る試みを行っている．
また，ソリトンやスピン系における厳密解を素材として，非線形波
動，量子力学，統計力学，場の理論等における可積分性を深く理解す
る試みも行われている．これら可解模型の理論は，量子群や無限次元
代数の表現論，組合せ論と共に発展してきたもので，双方向への応用
を持つ．そのような解析により，線形性と非線形性が交叉する対称性
の数理を開拓する研究が展開されている．

細胞間のコミュニケーションの可視化
細胞性粘菌の集合時の cAMP振動のライブイメージン
グ．（上）約 200個の集団のスナップショット．（下）時
系列の例
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機能解析学大講座

▼博士論文・修士論文の主なテーマ
◯多バンド超伝導体における磁束量子の解明と超伝導ギャップ構造に関する研究
◯相分離を抑制した鉄カルコゲナイド超伝導体薄膜の作製とその輸送特性の研究
◯非遺伝的な細胞表現型多様性がもつ適応的意義
◯新規歯車状両親媒性分子の合成とナノキューブへの自己集合
◯アニオン性イリジウム錯体の光化学的挙動と増感剤としての機能
◯カチオン性イリジウム錯体の光物性に及ぼす置換基効果とベシクル中の光化学的挙動
◯オレフィン・メタセシス反応を効率的に誘起する有機レニウム・アルミナ・ルイス酸からなる協
奏機能触媒
◯六角形型Pt（II）環状錯体の自己集合過程
◯時間反転対称性の破れた超伝導体の渦の転移

▼担当教員と専門分野

今井　良宗（物性物理学）
岡澤　　厚（無機物性化学）
尾中　　篤（触媒化学）
小野瀬佳文（物性物理学）
加藤　雄介（物性物理学）
河野　泰朗（錯体合成化学）

小島　達央（超分子化学）
酒井　邦嘉（脳機能解析学）
滝沢　進也（有機光化学）
永田　　敬（クラスター物理化学）
中西　隆造（クラスター物理化学）
新居　陽一（物性物理学）

平岡　秀一（超分子化学）
堀田　知佐（物性物理学）
前田　京剛（物性物理学）
増井　洋一（触媒化学）
村田　　滋（有機光化学）
若本　祐一（生物物理学）

本大講座では，実験と理論の両面から 生体から分子 , さらに固体（凝
縮系）にまたがる多種多様な物質科学の基礎研究を行い , そこから新し
い機能を引き出し , 更にその発現機構を解明することを目標としてい
る．各研究対象は空間的なサイズのオーダーに応じて階層分けされ , 
それぞれの階層において顕れる機能は特異性をもつ．
分子レベルでは , 単核とクラスターの機能を結び付ける新規錯体を

合成し，その構造や性質を明らかにすることを通じて原子，分子クラ
スターの生成，構造さらにその解離機構を明らかにする研究，分子間
相互作用の本質の解明に基づき，分子クラスターレベルの機能を解析
する研究，反応速度理論の研究，反応に対する磁場効果などから，分
子間相互作用の顕著に現れる場合としての化学反応の本質を解明して
いく研究などが行われている．
固体 (凝縮系 )の特異な性質は , 主にその担い手となる電子のおかれ
た環境の多様性・複雑性を反映している．本大講座では , 特に酸化物
等による高温超伝導やその応用 , 磁性やそのトポロジーに由来する特
異な輸送現象などに着目した研究が行われている．
また生物の適応・分化・進化の過程を理解するための細胞レベルで
の研究および生細胞の新計測ルールの開発 , 先端的物理計測技術によ
る脳機能の解析など , 独自性の高い研究も行われている．

マイクロ流体デバイスを用いた1細胞計測
微細加工技術により作製したマイクロ流体デバイスを
用いて，1細胞レベルの遺伝子発現量や成長速度の時
間的なゆらぎを長時間にわたって計測した結果の一
例．上の写真は，カバーガラス上に作製された幅 3 
um，深さ 1 umの溝中で増殖しているクローン大腸菌
細胞群の様子を蛍光顕微鏡により観察したもの．中央
のグラフは，この溝中で増殖する細胞で観察された遺
伝子発現量の時間変化を複数の細胞についてプロット
したもの．下のグラフは同じく溝中の細胞の成長・分
裂の様子を数十世代にわたって計測したもの．多くの
生物研究では，同じ遺伝情報を持つクローン細胞群は
皆似た性質を持つと想定されることが多いが，実際に
は，クローン細胞間にも遺伝子発現量や成長能，スト
レスへの耐性など様々な性質にばらつきが見られる．
1細胞の挙動を精密に計測すると，従来の細胞集団の
計測から得られていた現象の理解が覆ることも少なく
ない．
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物質計測学大講座

▼博士論文・修士論文の主なテーマ
○電界効果トランジスタを用いた新規超伝導体・磁性体開発
○半導体ナノ粒子が放出する単一光子の分光
○カスプトラップ中での反水素の合成
○強磁場トラップ内での陽電子蓄積
○ホローカソード放電を用いた準安定ストロンチウム原子の分光
○分子の非断熱理論とその外場誘起動力学への応用
○ラジカル分子のマイクロ波分光，レーザー分光
○Rh クラスター表面における N2O, CO ガスの反応性と触媒サイクルの探索

▼担当教員と専門分野
青木　貴稔（原子物理学）
上野　和紀（物性物理学）
久我　隆弘（量子光学）
黒田　直史（原子物理学・原子衝突）
齋藤　文修（物性物理学）

澁谷　憲悟（陽電子物理学）
高塚　和夫（理論分子科学）
高橋　　聡（理論分子科学）
竹内　　誠（量子光学）
鳥井　寿夫（原子物理学）

鳥居　寛之（原子衝突）
中島　正和（分子分光学）
松田　恭幸（エキゾチック原子物理）
真船　文隆（ナノ反応化学）
宮島　　謙（ナノ反応化学）

計測技術の開発は新しい科学的知見の獲得を可能にし，ひいては新
しい自然観をも生み出してきた．本大講座では，計測の基礎から応用
に至るまでの実践的な教育・研究を行い，様々な自然現象の底流にあ
る真理を探究するための新しい測定法を開拓・開発することを目指し
ている．具体的な研究内容の一部を以下に挙げる．

（1） 薄膜のヘテロ界面，固液界面を生かした新しいナノ構造デバイス
の創生，こうしたデバイスを半導体やモット絶縁体へ展開するこ
とによる新規物性・物質の開拓

（2） 陽電子と固体の電子や格子欠陥の相互作用，ポジトロニウムと気
体分子の反応

（3） 超低速反陽子ビームによる原子衝突実験，反水素原子の分光によ
る CPT対称性の研究，ミュオニウム原子の精密分光による標準理
論を超える物理の探索

（4） 量子状態の時間発展を波動光学実験で可視化，波動光学で行う
バーチャル量子光学実験

（5） 中性原子気体のレーザー冷却およびボーズ・アインシュタイン凝
縮，極低温極性分子の生成および電子電気双極子モーメント
（e-EDM）の探索

（6） 超高速化学反応の非断熱電子ダイナミクス，分子のダイナミクス
に付随するカオスとその量子化の理論および半古典力学の展開，
クラスターの集団運動と量子動力学

（7） 反応中間体として存在するフリーラジカルやラジカル錯体の分子
構造およびそのダイナミックス

（8） 気相多元素クラスターを用いた反応性の超高速解析と高触媒活性
を有する新規ナノ物質の開発

気相クラスターの性質を計測することによっ
て，新しい機能性物質の候補を迅速に生成・
評価することができる．
（上図）クラスター生成部および質量分析装置．
真空チャンバー内でパルスレーザーをターゲットに集
光して照射し，ヘリウムガスによって冷却することで
種々のクラスターを生成できる．質量スペクトルから
各クラスターに含まれる元素と原子数を帰属できる．
反応性や加熱による強度変化を計測する．
（下図）一酸化窒素（NO）分子と反応させた際のセリウ
ム酸化物クラスターの質量スペクトルの変化．
セリウム酸化物クラスターは 0.05%の酸素を混ぜたヘ
リウムガスを用い，レーザー蒸発法で生成させた．
NO分子が反応し質量ピークが右に移動していること
がわかる．
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物質設計学大講座

▼博士論文・修士論文の主なテーマ
○Single-photon interference in the time-domain and application to quantum information 

processing
○Molecular dynamics simulation of nonequilibrium steady states of electrical conductors
○半導体ナノテクノロジーによる電磁波輻射過程とキャリアダイナミクスの精密制御
○多孔性イオン結晶による二酸化炭素／メタン分離
○ポリ酸塩を基盤とした中温作動プロトン伝導体の創製
○準安定原子電子分光による有機－金属界面の局所電子状態の観測
○サリチリデンアニリン類のクロミズム
○[Na(H2O)n][CuZn(CN)4] の構造変化と包接水の動的挙動
○棒状剛体分子の配向相転移
○内包された球状粒子の分散に起因するジャイアントベシクル変形
○分子軸制御を用いた高強度短パルス光による分子のイオン化過程

▼担当教員と専門分野
青木　　優（固体表面科学）
内田さやか（無機固体化学）
小川桂一郎（有機結晶化学）
島田　奈央（分子細胞生物学）
清水　　明（物性基礎論・量子物理学）

豊田　太郎（生命有機化学）
錦織　紳一（包接集合体化学）
長谷川宗良（レーザー光化学）
深津　　晋（物性物理学・光物理学）
福島　孝治（物性理論・統計物理）

本多　　智（高分子化学・超分子化学）
増田　　茂（固体表面科学）
安武　裕輔（表面物性）

人間社会の高度な発展を支えるには，将来のニーズに応える新物質
を常に設計・創造していく必要がある．一方でこれらの物質と自然環
境や人間社会との関わりについての深い洞察が求められている．本大
講座では，物性理論，物性物理，表面科学，物性化学，有機・無機合
成を専門とする研究者が集結し，上記の方向に沿った研究と次世代の
マテリアルサイエンスを担いうる人材の育成に努めている．以下に大
講座がここ数年間行ってきた主な研究テーマや成果を紹介する．

（1） 高強度レーザー光に対する気相分子の応答に関する研究．特に，
分子配列・配向技術の開発とそれを利用したイオン化過程の解明

（2） 熱平衡状態を量子力学的純粋状態で表す．量子統計力学の新しい
定式化を完成

（3） 電子分光や電子放射顕微鏡による新規な表面電子物性や表面反応
の探索，機能性有機薄膜の創成と機能発現の解明

（4） 有機物質の多様な性質を分子レベルで統一的に理解することを目
指した結晶中の有機分子の運動および反応機構の解明

（5） 金属錯体をホストとする包接化合物の研究．新規ホスト開発，機
能性物質への展開，ゲスト分子運動とその配向挙動等

（6） 半導体中の電子と輻射場の相互作用の設計・制御．Siにおける光
増幅，超高効率 Siベース LED等．結晶成長ほか量子効果の探索
的研究

（7） 計算機シミュレーション方法の開発とその応用による物質特性の
研究．ランダムな磁性体の相転移現象とその非平衡緩和現象の解
明等

（8） 分子性イオンを基盤とした結晶性多孔体の合成とその分子やイオ
ンの貯蔵・分離・変換機能

（9） 細胞・細胞集団サイズの分子集合体の生命様ダイナミクスや機能
の創成とその機構解明．例えば，化学反応で自己増殖や自律駆動
する有機構造体と履歴現象・協同現象

強い磁場下では，リン脂質からなるベシクルチューブ
は，磁場に平行に配向する．チューブと拮抗する磁場
配向性を持つコラーゲンを封入すると，磁場の効果が
抑えられ，チューブの曲げの効果が顕在化し，“エラ
スティカ”と呼ばれる奇妙な曲線構造が産み出される．
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広域科学専攻では，現在，8名の方に客員教授および客員准教授をお願いしている．系別の内訳は，生命環境科学系 4名，
広域システム科学系 2名，相関基礎科学系 2名である．客員教員の制度は，当初，東京大学広域科学専攻と国立や民間の
研究所で高いレベルの研究をしているところとの間で，相互に情報交換し，互いを活性化しようとして始められたものであ
る．
その後，駒場全体の大学院重点化を契機に質的にも変化し，客員教員の方に広域科学専攻で大学院生向けの講義をして

いただいたり，一部大学院生の指導をお願いすることとなった．これによって，相互の学問的結びつきが強まり，お互いの
研究の活性化につながっている．客員教員の任期は最長 5年で，原則的には単年度更新となっている．

生命環境科学系

吉村昭彦　（慶應義塾大学医学部教授）
私は京都大学理学部の出身ですが，医学部に在籍していることもあり，炎症性疾患，免疫アレルギー疾患やがんなどの
病態を分子のことばで理解し，その成果を治療へ結びつけることを目標に研究を行っています．単に病態解析ではなく分子
生物学と生化学の技術を基盤に『分子から個体まで』をモットーに研究を行っています．最近はエピジェネティック制御によ
るヘルパー T 細胞の分化制御の分子機構の解明とそれによる免疫疾患治療をめざした研究を行っています．例えば分化し
た T細胞に遺伝子を導入したり、培養条件を変えることで未分化 T細胞にリプログラムするような方法の開発を行ってい
ます。
私は若い人達が成長し，かつ私自身も刺激をうけ成長できるようなラボをつくりたいと常々思っています．興味がある学
生はぜひ見学に来てください．当教室では独自の RA 制度により学費以上のサポートがありますが，東京大学に籍を置きな
がら大学院での研究を当ラボで行うことも可能でしょう．詳細はHP: http://new2.immunoreg.jp/ を参照して下さい．

澤田　亨　（医薬基盤・健康・栄養研究所　健康増進研究部　室長）
「スポーツ疫学」とは「疫学的研究手法」を駆使して、スポーツや体育と健康・教育・勝利・幸せなどのさまざまな事柄に
関する原因と結果の関係（因果関係）を明らかにしていく学問です。例えば、大学生の時期に体力を高めておけば（原因）長生
きできる（結果）かどうかを明らかにしようとする学問です。
「疫学的研究手法」とは医学の世界で発達した手法で、ヒト集団を対象に、病気に関連する因果関係を明らかにしてきた
手法です。この手法は、メカニズムの解明が困難な課題について、とりあえずメカニズムの解明は後回しにしたままで課題
の改善や解決の方法を見い出す手法であり、古くは「疫病（感染症）」の予防法の発見にこの手法が使われました。その後、
循環器疾患、あるいは「がん」などの非感染性疾患の予防法の発見にこの手法が使用されてきました。近年、さまざまな分
野でこの手法が使用され始めています。なぜなら、ヒトに関連した事象のメカニズムは複雑で、メカニズム追及型の学問だ
とすぐに答えが得られないからです。
私たちはスポーツ科学の分野にこの手法を取り入れた研究を行っており、体力や身体活動と寿命や病気との因果関係を

明らかにしてきました。これからは、スポーツ実施やスポーツ観戦と幸せの関係等、メカニズムが複雑すぎて今まで手をこ
まねいていた事象の因果関係の解明に向けた取り組みにもトライしていきます。

風間北斗　（理化学研究所  脳科学総合研究センター  チームリーダー）
人は，外界からの様々な入力を知覚し，それに基づいて思考・行動します．しかしながら，知覚を生み出す神経メカニズ

ムはまだ良く分かっていません．当研究チームは，感覚情報が脳内にある多数の神経細胞群によってどのように表現され，
そしてどのように処理されることで知覚が形成されるのかを理解することを目標とします．
我々は，様々な利点を備えたショウジョウバエの成虫をモデル動物として用いています．脳内の細胞数が少ないので，各
個体で全く同じ細胞を見つけ，調べられます．電気生理やイメージングの手法を用いて，生きた個体内において，感覚刺激
に対する神経応答を記録できます．遺伝学を用いて，細胞を標識するだけでなく，その活動を変化させられます．一方では，
仮想空間における個々の動物の行動を詳細に記録することで，間接的に動物の知覚を読み取れます．ゆえに，神経活動と
行動の関係を系統的に調べることが可能なのです．両者の関係性が，経験や生理条件依存的にどのように変わるかも検討
します．この解析を通して，神経活動を解読し任意の刺激に対する行動を予測するモデルを構築します．更に，これらの神
経活動を生み出すメカニズムを，細胞，シナプス，回路レベルで理解することを目指します．

客員教員の紹介
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広域システム科学系

麻生英樹　（産業技術総合研究所 人工知能研究センター　副研究センター長）
コンピュータはプログラムされたことしかできない、とよく言われますが、コンピュータに、入力データに基づいて自分
のプログラムを修正する方法をプログラムすることで、コンピュータにデータから学習して賢くなる能力を与えることがで
きます。私は、こうしたコンピュータに学習させる方法、すなわち、機械学習（machine learning）の技術に興味を持って研究
をしてきました。　私たち人間はいとも簡単に文字を読み、人の顔を見分け、音声を聴き分けて暮らしていますが、脳がど
うやってそうした機能を実現しているのかは、意識に登らないためよくわかりません。その仕組みをコンピュータに直接プ
ログラムできないため、文字の読み取りや人の顔の識別をコンピュータにやらせることは難しい問題でした。しかし、機械
学習を用いることで、多くの課題において、コンピュータが人間並みかあるいは人間を超える能力を持つようになってきて
います。特に近年、電子化されたデータの量が爆発的に増大していることから、人間には扱えないような大量で多様なデー
タから学習する人工知能技術の必要性が高まっています。そうした人工知能と人間＝自然知能が相互理解し、調和しなが
ら困難な課題を解決をしてゆく社会の実現を目指して、必要な技術についての研究を進めています。

金澤雄一郎　（筑波大学  システム情報系社会工学域  教授）
私は東京大学経済学部を卒業後，三菱総合研究所に 3年間勤務し，その後アメリカのイエール大学大学院で学び，統計

学の Ph.D.を取得し，ニューヨーク大学に 3年間務めたのち，筑波大学に赴任しました．私の研究活動については TRIOS

公開サイトで金澤雄一郎あるいは ResearchGate で Yuichiro Kanazawaを参照してください．統計学分野では，線形等の仮定を
置かずに確率密度関数や回帰関数を推定する方法と，アンケート調査等における欠測値問題をどう処理すべきかを研究し
ています．経済学・マーケティング分野では 1）市場シェアのみが観測できる場合に消費者需要の多様性（ランダム係数ロジッ
トモデルと呼ばれます）と生産者側のコスト構造を推定するモデルの確率論的性質やベイズ理論に基づいた推定アルゴリズ
ムの開発，2）需要構造がある時点で非連続的に変化するマルコフスイッチングモデルの変化点およびその前後の需要構造
の推定を行っています．また心理学の分野では組織行動論と呼ばれるパーソナリティと組織における活動の関係の解析も
行っています．最後に計量犯罪学の分野で犯罪の生起率や再犯までの期間に処遇が与える影響についても研究しています．
これらの研究を通じて，私だけでなく多くの学生にとっても統計学は物事を理解するうえで非常に重要だと考えるようにな
りました．
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相関基礎科学系

辻　篤子　（朝日新聞社  オピニオン編集部  記者）
かつての教養学部教養学科科学史科学哲学分科を卒業して新聞社に入社し，新聞や雑誌で科学分野を中心とする報道に
携わってきました．科学担当の特派員として米国で約 3年間すごし，また，米国と英国の大学のジャーナリストプログラム
に留学して学んだことなどから，それぞれの社会における科学のあり方を記者の立場から考えてきました．3年前までは科
学担当の論説委員として約 9年間，基礎研究から技術開発，先端医療まで，科学や技術がかかわるさまざまなテーマの，
とりわけ政策絡みの社説を執筆してきました．とくに東日本大震災と東京電力福島第一原子力発電所の事故以降は，科学
や技術と社会とのかかわりが問われる中で，科学者の責任やメディアが果たすべき役割なども強く意識しながら書いてきま
した．本学では，社会と科学の間に身を置いて執筆活動をしてきたこれまでの経験を踏まえつつ，科学と社会のよりよい関
係を築くために相互のコミュニケーションをどう図っていけばよいのか，とくに科学者サイドからは何をどう伝えていくこ
とが求められているのか，新たな視点でともに考え，それが実践につながっていけばと思っています．

河野哲也　（立教大学  文学部  教授）
私の研究課題は生態学的現象学の展開にある．生態学的現象学とは，ジェームズ・J・ギブソンの生態学的アプローチをフッ

サールに始まる現象学と融合させ，ギブソンの心理学に包含される認識論・存在論を敷衍して，人間のあらゆる活動を身
体と環境との循環的相互作用のなかで理解しようとする哲学のことである．これまで知覚論に限定されていた生態学的アプ
ローチを以下のような分野へと拡張する．（1）身体 - 環境存在論：身体的主体と生態学的環境との交渉のダイナミズムを理論
化する．（2）道徳個別主義の擁護：アフォーダンス理論を踏まえて，道徳に関する実在論的な個別主義を擁護する．
現在，とくに集中的に取り組んでいるのは，環境哲学である . 生態学的現象学の立場になった環境哲学である．人間と自
然環境との関係性を哲学的・倫理学的に考察し，人工環境と自然環境がともに持続可能で，生物̶文化多様性に寄与する
ようなあり方を考える．言い換えれば , 人間環境における物（自然 / 人工物），人間，社会制度の相互作用をエコロジカルな
観点から分析し，人間と自然に対する関係性が最適となるような人間環境をデザインするための基礎理論を形成することで
ある．自然と人間に対して最適である人間環境とは，安全性，回復力，脆弱性，適応可能性，ケイパビリティ，多様性とい
う諸価値を実現する．最終的に，科学技術社会論，都市論，障害学，看護学，教育学，政治学などの実践分野間をトラン
スレートし，人間環境についての総合科学の理論的基盤を創出することを目指している．
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新井  宗仁（Munehito Arai）
Arai, M., Sugase, K., Dyson, H.J., Wright, P.E.  Conformational propensities of intrinsically disordered proteins influence the mechanism of bind-

ing and folding. Proc. Natl. Acad. Sci. USA, 112（31）, 9614─9619, 2015. 
Oikawa, H., Kamagata, K., Arai, M., Takahashi, S.  Complexity of the folding transition of the B domain of protein A revealed by the high-speed 

tracking of single-molecule fluorescence time series. J. Phys. Chem. B, 119, 6081─6091, 2015. 
Hayashi, Y., Yasugi, F., Arai, M.  Role of cysteine residues in the structure, stability, and alkane producing activity of cyanobacterial aldehyde defor-

mylating oxygenase. PLoS ONE, 10, e0122217, 2015. 

飯野  要一（Yoichi Iino）
Iino, Y.  Effect of the timing of presentation of ball course information on kinematics of table tennis forehand and backhand drives. The Proceed-

ings of the 14th ITTF Sports Science Congress and 5th World Racquet Sports Congress, p.92, 2015. 

石井  直方（Naokata Ishii）
Watanabe, Y., Tanimoto, M., Oba, N., Sanada K., Miyachi, M., Ishii, N.  Effect of resistance training using bodyweight in the elderly: Comparison 

of resistance exercise movement between slow and normal speed movement.  Geriat. Gerontol. Int., 15, 1270─1277, 2015. 
Osawa Y., Oguma, Y., Hsahimoto, T., Ishii, N.  The Effects of Whole-Body Vibration Training for Rehabilitation After ACL Reconstruction: A Sys-

tematic Review.  J. Musculoskelet. Disord. Treat., 1, 1─6, 2015. 
加藤 徳明, 福崎 千穂, 石井 直方.  加速度・角速度センサーを用いたノルディックウオーキングによる歩容改善の評価.  バイオメ

カニクス研究, 19, 27─33, 2015. 
石井 直方.  動作の「良し悪し」をウエアラブルセンサで定量化する：介護予防からスポーツ動作改善まで.  Nature Interface, 63, 2─3, 

2015. 
石井 直方.  骨格筋─その神秘と可能性.  臨床整形外科, 50, 839─844, 2015.  

石井 直方.  骨格筋と熱産生.  臨床スポーツ医学, 32, 1032─1039, 2015. 
石井 直方.  カラダが変わる！姿勢の科学.  筑摩書房（東京）, 1─203, 2015.  

石井 直方, 荒川 裕志.  筋肉の使い方・鍛え方パーフェクト事典.  ナツメ社（東京）, 1─255, 2015. 
石井 直方.  わかっているようでわかっていない筋肉の仕組み─筋トレの科学.  高校生のための東大授業ライブ（東京大学教養学
部  編）, 東京大学出版会（東京）, 148 ─162, 2015. 

石井 直方.  筋肉の科学.  ベースボールマガジン社（東京）, 1─137, 2015. 
石井 直方.  新・筋肉まるわかり大事典.  ベースボールマガジン社（東京）, 1─113, 2015. 

石浦  章一（Shoichi Ishiura）
Kino, Y., Washizu, C., Kurosawa, M., Ona, Y., Hattori, N., Ishiura, S., Nukina, N.  Nuclear localization of MBNL1: Splicing-mediated autoregula-

tion and repression of repeat-derived aberrant proteins. Hum.Mol.Genet. 24, 740─745, 2015. 
Ohsawa, N., Koebis, M., Mitsuhashi, H., Nishino, I., Ishiura, S.  ABLIM1 splicing is abnormal in skeletal muscle of DM1 patients and regulated 

by MBNL, CELF and PTBP1. Genes to Cells, 20, 121─134, 2015. 
Takagane, K., Nojima, J., Mitsuhashi, H., Suo, S., Yanagihara, D., Takaiwa, F., Urano, Y., Noguchi, N., Ishiura, S.  Aβ induces oxidative stress in 

senescence-accelerated （SAMP8） mice. Biosci.Biotech.Biochem. 79, 912─918, 2015. 
Tei, S., Ishii, H.T., Mitsuhashi, H., Ishiura, S.  Antisense oligonucleotide-mediated exon skipping of CHRNA1 pre-mRNA as potential therapy for 

Congenital Myasthenic Syndromes. Biochem.Biophys.Res.Commun. 461, 481─486, 2015. 
Zhao, Y., Ogawa, H., Yonekura, S., Mitsuhashi, H., Mitsuhashi, S., Nishino, I., Toyoshima, C., Ishiura, S.  Functional analysis of SERCA1b, a 

highly expressed SERCA1 variant in myotonic dystrophy type 1 muscle. Biochim.Biophys.Acta-Molecular Basis of Disease. 1852, 2042─2047, 
2015. 

Nagano, K.,Takagane, K., Koebis, M., Oana, K., Ohsawa, N., Zhao. Y., Mitsuhashi, H., Ishiura, S.  A short morpholino CAG15 corrects aberrant 
alternative splicing of Clcn1 and Serca1 in vivo. Jacobs J.Genet. 1, 008, 2015. 

Nakamura, T., Ohsawa-Yoshida, N., Zhao, Y., Koebis, M., Oana, K., Mitsuhashi, H., Ishiura, S.  Splicing of human chloride channel 1. Biochemis-
try Biophysics Reports 2015. 

Futai, E., Osawa, S., Cai, T., Fujisawa, T., Ishiura, S., Tomita, T.  Suppressor mutations for presenilin 1 familiar Alzheimer disease mutants modu-
late gamma–secretase activities. J.Biol.Chem. 2015. Nov 11. pii: jbc.M114.629287. 

石浦 章一.  動物たちの世界.  遺伝  69, 72─73, 2015. 
石浦 章一.  ケイン生物学第 5版.  遺伝  69, 73, 2015. 
石浦 章一.  ライフハックで雑用上等.  遺伝 69, 254, 2015. 
石浦 章一.  絵でわかる昆虫の世界.  遺伝 69, 352, 2015. 
石浦 章一.  バイオ画像解析手とり足とりガイド.  遺伝  69, 351, 2015. 
石浦 章一.  恐竜学入門.  遺伝 69, 350─351, 2015. 
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石浦 章一.  ハトはなぜ首を振って歩くのか.  遺伝 69, 446, 2015. 
石浦 章一.  科学者の仕事.  学内広報  1470, 9, 2015. 
石浦 章一.  老いない脳をつくる生活習慣.  致知  8月号, 134─136, 2015. 
石浦 章一.  柔軟性がアイデアを生み出す.  月刊ビジネスサミット 10月号, 32─34, 2015. 
石浦 章一.  知能を科学する.  東進タイムズ  大学学部研究会ダイジェスト号, 74─75, 2015. 
石浦 章一.  「相手に伝わる最強のトーク術」第 1回  伝わらない理由は｢脳｣にある.  生産性新聞, 11月 25日号, 8, 2015. 
石浦 章一.  アルツハイマー病の原因は脳内の老人斑.  それを特殊なコメをたべることで少なくできる.  財界 2015.12.8号, 62─65, 

2015. 
石浦 章一.  老いない脳を作る.  ファイナンス 51, 46─53, 2015. 
石浦 章一.  「相手に伝わる最強のトーク術」第 2回  相手の好奇心を刺激するトークのコツ.  生産性新聞 12月 15日号, 8, 2015. 
石浦 章一.  「東大式  相手をひきつける, 最強トーク術」全 231ページ, KKベストセラーズ. 2015. 
石浦章一, 宮下悦子（共訳）：R.U.シュナイダー「狂気の科学─真面目な科学者たちの奇態な実験」全 273ページ, 東京化学同人. 

2015. 
西村 尚子著, 石浦 章一監修.  「ヒトの遺伝子と細胞」全 127ページ, 技術評論社, 2015. 

池内  昌彦（Masahiko Ikeuchi）
Kuroi K, Okajima K, Ikeuchi M, Tokutomi S, Kamiyama T, Terazima M. Pressure-sensitive reaction yield of the TePixD blue-light sensor protein. J 

Physical Chemistry B. 119, 2897─907, 2015. 
Narikawa, R., Nakajima, T., Aono, Y., Fushimi, K., Enomoto, G., Ni-Ni-Win, Itho, S., Sato, M., Ikeuchi, M. A biliverdin-binding cyanobacterio-

chrome from the chlorophyll d–bearing cyanobacterium Acaryochloris marina. Scientific Reports, 5, e7950, 2015. 
Maeda, K., Narikawa, R., Ikeuchi, M.  Measurement of nucleotide triphosphate sugar transferase activity via generation of pyrophosphate. Bio-Pro-

tocol, 5, e1450, 2015. 
Hirose, Y., Katayama, M., Ohtsubo, Y., Misawa, N., Iioka, E., Suda, W., Ohsima, K., Hanaoka, M., Tanaka, K., Eki, T., Ikeuchi, M., Kikuchi, Y., 

Ishida, M., Hattori, M. Complete genome sequence of cyanobacterium Geminocystis sp. NIES-3708, which performs type II complementary 
chromatic acclimation. Genome Announcements, 3, e00385─15, 2015. 

Hirose, Y., Katayama, M., Ohtsubo, Y., Misawa, N., Iioka, E., Suda, W., Ohsima, K., Hanaoka, M., Tanaka, K., Eki, T., Ikeuchi, M., Kikuchi, Y., 
Ishida, M., Hattori, M. Complete genome sequence of cyanobacterium Geminocystis sp. NIES-3709 that harbors phycoerythrin-rich phycobil-
isome. Genome Announcements, 3, e00357─15, 2015. 

Narikawa, R., Fushimi, K., Ni-Ni-Win, Ikeuchi, M. Red-shifted red/green-type cyanobacteriochrome AM1_1870g3 from the chlorophyll d-bear-
ing cyanobacterium Acaryochloris marina. Biochemical Biophysical Research Communication. 461, 390─5, 2015. 

Enomoto, G., Ni-Ni-Win, Narikawa, R. Ikeuchi, M. Three cyanobacteriochromes work together to form a light color-sensitive input system for c-
di-GMP signaling of cell aggregation. Proc. Natl. Acad. Sci. U S A. 112, 8082─8087, 2015. 

Song, C., Narikawa, R., Ikeuchi, M., Gärtner, W., Matysik, J. Color tuning in red/green cyanobacteriochrome AnPixJ: photoisomerization at C15 
causes an excited-state destabilization. J Physical Chemistry B. 119, 9688─95, 2015. 

Song, C., Velazquez Escobar, F., Xu, X.L., Narikawa, R., Ikeuchi, M., Siebert, F., Gärtner, W., Matysik, J., Hildebrandt, P. A red/green cyanobacte-
riochrome sustains its color despite a change in the bilin chromophore’s protonation state. Biochemistry. 54, 5839─48, 2015. 

鵜飼 奈津美, 菅 倫寛, 杉浦 美羽, 岩井 雅子, 池内 昌彦, 沈  建仁 .  PsbA3-D1タンパク質を発現する光化学系II複合体の結晶構造. 光
合成研究, 2015. 

池内 昌彦.  「光合成のエネルギー変換と物質変換」化学同人（分担執筆） pp. 38─47, 2015. 

今井  一博（Kazuhiro Imai）
Imai, K. Analysis of vertebral bone strength, fracture pattern, and fracture location: a validation study using a computed tomography-based nonlin-

ear finite element analysis. Aging. Dis., 6, 180─187, 2015. 
Imai, K. Computed tomography-based finite element analysis to assess fracture risk and osteoporosis treatment. World J. Exp. Med., 5, 182─187, 

2015. 

太田  邦史（Kunihiro Ohta）
Guy, AT., Nagatsuka, Y., Ooashi, N., Inoue, M., Nakata, A., Greimel, P., Inoue, A., Nabetani, T., Murayama, A., Ohta, K., Ito, Y., Aoki, J., Hira-

bayashi, Y., Kamiguchi, H.  Glycerophospholipid regulation of modality-specific sensory axon guidance in the spinal cord. Science 349, 974─
977, 2015. 

Oda, A., Takemata, N., Hirata, Y., Miyoshi, T., Suzuki, Y., Sugano, S., Ohta, K.  Dynamic transition of transcription and chromatin landscape dur-
ing fission yeast adaptation to glucose starvation. Genes to Cells. 20, 392─407, 2015. 

Asada, R., Takemata, N., Hoffman, CS., Ohta, K., Hirota, K.  Antagonistic controls of chromatin and mRNA start site selection by Tup family co-
repressors and the CCAAT-binding factor. Mol Cell Biol. 35, 847─855, 2015. 

Ozawa, T., Ohta, K., Shimada, M., Okada, K., Okada, Y.  Environmental factors that affect pupation decision in the horned flour beetle Gnatocerus 
cornutus. Zool.Sci. 32, 183─187, 2015. 

Kumon, T. Ohta, K.  Beneath the Veil of Biological Complexity There Lies Long Noncoding RNA: Diverse Utilization of lncRNA in Yeast Ge-
nomes, In “Long Noncoding RNAs: Structures and Functions” （eds Riki Kurokawa, Springer）, 2015. 

Székvölgyi, L., Ohta, K., Nicolas, A.  Initiation of meiotic homologous recombination: Flexibility, Impact of Histone Modifications and Chromatin 
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Remodeling. Cold Spring Harb. Perspect Biol. 7:a016527, 2015. 
太田 邦史.  非コードDNA・インターメアを介したDNA再編成（非コードDNAの機能─ゲノムを支えるインターメアの機能─小
林武彦編）化学同人（京都） 143─160, 2015. 

小澤 高嶺, 岡田 泰和, 太田 邦史.  「昆虫の表現型可塑性のエピゲノム制御」昆虫と自然  50:40, 2015. 

岡ノ谷  一夫（Kazuo Okanoya）
Arimoto, Y., Okanoya, K.  Multimodal features for automatic emotion estimation during face-to-face conversation. Journal of the Phonetic Society of 

Japan, 19（1）, 53─65, 2015. 
Arimoto, Y., Okanoya, K.  Mutual emotional understanding in a face-to-face communication environment: How speakers understand and react to 

listeners’ emotion in a game task dialog. Acoustical Science and Technology, 36（4）, 370─373, 2015. 
Katahira, K., Matsuda, Y., Fujimura, T., Ueno, K., Asamizuya, T., Suzuki, C., Cheng, K., Okanoya, K., Okada, M.  Neural basis of decision mak-

ing guided by emotional outcomes. Journal of Neurophysiology, 113, 3056─3068, 2015. doi: 10.1152/jn.00564.2014. 
Maeshima, H., Yamashita, Y., Fujimura, T., Okada, M., Okanoya, K.  Modulation of emotional category induced by temporal factors in emotion 

recognition. PLoS One, 10（7）, e0131636, 2015. doi: 10.1371/journal.pone.0131636. 
Mizugaki, S., Maehara, Y., Okanoya, K., Myowa-Yamakoshi, M.  The power of an infant’s smile: maternal physiological responses to infant emo-

tional expressions. PLoS One, 10（6）, e0129672, 2015. doi: 10.1371/journal.pone.0129672. 
Okanoya, K.  Evolution of song complexity in Bengalese finches could mirror the emergence of human language. Journal of Ornithology. doi: 

10.1007/s10336─015─1283─5, 2015. 
Ono, S., Kagawa, H., Takahasi, M., Seki, Y., Okanoya, K.  Limitations of a habituation task to demonstrate discrimination of natural signals in 

songbirds. Behavioral Processes, 115, 100─108, 2015. doi: 10.1016/j.beproc.2015.03.004. 
Sasahara, K., Tchernichovski, O., Takahasi, M., Suzuki, K., Okanoya, K.  A rhythm landscape approach to the developmental dynamics of bird-

song. Journal of The Royal Society Interface, 12（112）, 20150802, 2015. doi: 10.1098/rsif.2015.0802. 
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ciated colon cancer, Biomaterials, 55, 54─63, 2015. 
Chonpathompikunlert, P., Yoshitomi, T., Vong, LB., Imaizumi, N., Ozaki, Y., Nagasaki, Y. Recovery of Cognitive Dysfunction via Orally Adminis-

tered Redox-polymer Nanotherapeutics in SAMP8 mice, PLoS ONE, 10（5）, e0126013, 2015. 
Eguchi, A., Yoshitomi, .T, Lazic, M., Johnson, CD., Vong, LB., Wree, A., Povero, D., Papouchado, BG., Nagasaki, Y., Feldstein, AE. Redox 

nanoparticles as a novel treatment approach for inflammation and fibrosis associated with nonalcoholic steatohepatitis, Nanomedicine, 10（17）, 
2697─2708, 2015. 

Thangavel, S., Yoshitomi, T., Sakharkar, MK., Nagasaki, Y. Redox nanoparticles inhibit curcumin oxidative degradation and enhance its therapeuc 
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effect on prostate cancer, Journal of Controlled Release, 209, 110─119, 2015. 
Yoshitomi, T., Nagasaki,Y. Development of Silica-containing Redox Nanoparticles for Medical Applications, Biomaterials Science, 3, 810 ─ 815, 

2015. 

吉本  敬太郎（Keitaro Yoshimoto）
Saito, S., Hirose, K., Tsuchida, M., Wakui, K., Yoshimoto, K., Nishiyama, Y., Shibukawa, M.  Rapid Acquisition of High-Affinity DNA Aptamer 

Motifs Recognizing Microbial Cell Surfaces Using Polymer-Enhanced Capillary Transient Isotachophoresis. Chemical Communications, 52（3）, 
461─464 , 2016. 

Tomita, S., Sakao, M., Kurita, R., Niwa, O., Yoshimoto, K.  A Polyion Complex Sensor Array for Markerless and Noninvasive Identification of Dif-
ferentiated Mesenchymal Stem Cells from Human Adipose Tissue. Chemical Science, 6（10）, 5831 ─5836, 2015. 

四本  裕子（Yuko Yotsumoto）
Yuasa, K., Yotsumoto, Y.  Opposite Distortions in Interval Timing Perception for Visual and Auditory Stimuli with Temporal Modulations. PLOS 

One 10（8）, 2015. 
Hashimoto, Y., Yotsumoto, Y.  Effect of Temporal Frequency Spectra of Flicker on Time Perception: Behavioral Testing and Simulations Using a 

Striatal Beat-Frequency Model. Timing & Time Perception 3, 201─222, 2015. 
Chang, LH., Yotsumoto Y., Salat DH., Andersen GJ., Watanabe T., Sasaki, Y.  Reduction in the retinotopic early visual cortex with normal aging 

and magnitude of perceptual learning. Neurobiology of Aging 36（1）, 315─322, 2015. 

依光  朋宏（Tomohiro Yorimitsu）
Iwasaki, H., Yorimitsu, T., Sato, K. Distribution of Sec24 isoforms to each ER exit site is dynamically regulated in Saccharomyces cerevisiae. FEBS 

Lett., 589, 1234─1239, 2015. 
Sakaguchi, A., Sato, M., Sato, K., Gengyo-Ando, K., Yorimitsu, T., Nakai, J., Hara, T., Sato, K., Sato, K. REI-1 Is a Guanine Nucleotide Exchange 

Factor Regulating RAB-11 Localization and Function in C. elegans Embryos. Dev. Cell., 35, 211─221, 2015. 

若杉  桂輔（Keisuke Wakasugi）
Nakamoto, T., Tanaka, T., Miyanokoshi, M., Wakasugi, K. Identification of crucial residues for the angiostatic activity of human mini tryptoph-

anyl-tRNA synthetase, in Proceedings of 10th International symposium on aminoacyl-tRNA synthetase （aaRS2015）, Barcelona, Spain, Octo-
ber 18─22, 2015. 

若杉 桂輔.  カラー生化学第 4版（西村書店）書評. Vol. 33, 1490. 実験医学 6月号 （羊土社）. 2015. 
若杉 桂輔.  非凡なタンパク質の機能を探る！ . Vol. 96, 74. 内藤記念科学振興財団時報. 2015. 

和田  元（Hajime Wada）
Kobayashi, K., Fujii, S., Sato, M., Toyooka, K., Wada, H. Specific role of phosphatidylglycerol and functional overlaps with other thylakoid lipids 

in Arabidopsis chloroplast biogenesis. Plant Cell Rep., 34, 631─642, 2015. 
Okazaki, K., Miyagishima, S., Wada, H. Phosphatidylinositol 4-phosphate negatively regulates chloroplast division. Plant Cell, 27, 663─674, 2015. 
Hung, C.-H., Kobayashi, K., Wada, H., Nakamura, Y. Isolation and characterization of a phosphatidylglycerophosphate phosphatase1, PGPP1, in 

Chlamydomonas reinhardtii. Plant Physiol. Biochem., 92, 56─61, 2015. 
Hung, C.-H., Endo, K., Kobayashi, K., Nakamura, Y., Wada, H. Characterization of Chlamydomonas reinhardtii phosphatidylglycerophosphate 

synthase in Synechocystis sp. PCC 6803. Front. Microbiol., 6, 842, 2015. 
Hung, C.-H., Kobayashi, K., Wada, H., Nakamura, Y.  Functional specificity of cardiolipin synthase revealed by the isolation of a cardiolipin syn-

thase CrCLS1 in Chlamydomonas reinhardtii. Front. Microbiol., 6, 1542, 2015.
Endo, K., Mizusawa, N., Shen, J.-R., Yamada, M., Tomo, T., Komatsu, H., Kobayashi, M., Kobayashi, K., Wada, H. Site-directed mutagenesis of 

amino acid residues of D1 protein interacting with phosphatidylglycerol affects the function of plastoquinone QB in photosystem II. Photo-
synth. Res., 126, 385─397, 2015. 

遠藤 嘉一郎, 小林 康一, 和田  元.  光合成タンパク質複合体と脂質. 光合成研究. 25, 116─125. 2015. 
和田  元 （共著）.  現代生命科学. 東京大学生命科学教科書編集委員会編. 羊土社. 2015. 

渡邊  雄一郎（Yuichiro Watanabe） 
Motomura, K., Le, Q.T-N., Hamada, T., Kutsuna, N., Mano, S., Nishimura, M.,  Watanabe, Y. Diffuse DCP2 Accumulates in DCP1 Granules 

under Heat Stress in Arabidopsis thaliana. Plant Cell Physiol. 56, 107─115, 2015. 
現代生命科学─生命科学技術はここまで進んだ  （東京大学生命科学教科書編集委員会編）.  141─154. 羊土社（東京）. 2015. 
植物ウイルス大事典─トマトモザイクウイルス（日比忠明・大木理  監修）朝倉書店（東京）. 2015. 
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荒井  良雄（Yoshio Arai）
荒井 良雄, 箸本 健二, 和田 崇（編著）.  インターネットと地域.  1─191.  ナカニシヤ出版（京都）.  2015. 
荒井 良雄.  田端文士村.  竹村民郎著作集完結記念論集（三元社編集部編）.  90─95.  三元社（東京）.  2015. 
荒井 良雄.  離島の統計.  統計.  54─58, 2015. 
長沼 佐枝, 荒井 良雄.  福岡市における個人属性からみた居住地の選択要因.  経済論集（大東文化大学経済学会）, 103, 109─127, 

2015. 

池上  高志（Takashi Ikegami）
Mototake, Y., Ikegami, T.   A Simulation Study of Large Scale Swarms, SWARM 2015,pp.446─450, Kyoto university, Oct. 28─30, 2015. 
Masumori, A., Maruyama, N., Hubert, J., Mita, T., Frey, U., Bakkum, D., Takahashi, H., Ikegami, T.  Learning by Stimulation Avoidance Princi-

ple on Embodied Cultured Neuronal Cells, ECAL2015, 2015. 
Witkowski, O., Nitschke, G., Ikegami, T.  Signal drives genetic diversity: an agent-based approach to speciation, Proceedings of the Twentieth Inter-

national Symposium on Artificial Life and Robotics, 20, January 2015. 
Mototake, Y., Ikegami, T.   The dynamics of deep neural networks, Proceedings of the Twentieth International Symposium on Artificial Life and Robot-

ics, 20, January 2015. 
Oka, M., Hashimoto, Y., Ikegami, T.   Open-ended evolution in a web system, Proceedings of the 13th European Conference on Artificial Life, York, 

UK, July 20─24, 2015. 
Oka, M., Abe, H., Ikegami, T.   Dynamic Homeostasis in Packet Switching Networks, Proceedings of the 13th European Conference on Artificial Life, 

York, UK, July 20─24, 2015
エコ・ファンタジー : 環境への感度を拡張するために .（山田利明, 河本英夫  編）.  pp.115─130.  春風社. 2015. 

石川  晃（Akira Ishikawa）
Ishikawa, A., Kawai, K. Ultrapotassic magma from the deep mantle, Leucite Hills lamproite, Wyoming USA. Journal of Geography （地学雑誌）, 

124, 515─523, 2015. 
Demouchy, S., Ishikawa, A., Tommasi, A., Alard, O., Keshav, S. Characterization of hydration in the mantle lithosphere: peridotite xenoliths from 

the Ontong Java Plateau as an example. Lithos, 212–215, 189─201, 2015. 
Tejada M.L.G., Hanyu, T., Ishikawa, A., Senda, R., Suzuki, K., Fitton, G., Williams, R. Re-Os isotope and platinum group elements of a FOcal 

ZOne mantle source, Louisville Seamounts Chain, Pacific Ocean. Geochemistry, Geophysics, Geosystems, 16, 486–504, doi: 
10.1002/2014GC005629, 2015. 

Komiya, T., Yamamoto, S., Aoki, S., Sawaki, Y., Ishikawa, A., Tashiro, T., Koshida, K., Shimojo, M., Aoki, K., Collerson, K.D. Geology of the Eo-
archean, ”3.95 Ga, Nulliak supracrustal rocks in the Saglek Block, northern Labrador, Canada: the oldest geological evidence for plate tecton-
ics. Tectonophysics, 662, 40─66, 2015. 

Tejada, M.L.G., Shimizu, K., Suzuki, K., Hanyu, T., Sano, T., Nakanishi, M., Nakai, S., Ishikawa, A., Chang, Q., Miyazaki, T., Hirahara, Y., Taka-
hashi, T., Senda, R. Isotopic evidence for a link between Lyra Basin and Ontong Java Plateau. In Neal, C.R., W.W. Sager, T. Sano, E. Erba, 
（Editors）, The Origin, Evolution, and Environmental Evolution of Oceanic Large Igneous Provinces, Geological Society of America Special Pa-

pers, 511, 251─269, 2015. 

磯﨑  行雄（Yukio Isozaki） 
Isozaki, Y., Ehiro, M., Nakahata, H., Aoki, K., Sakata, S., Hirata, T.  Cambrian plutonism in Northeast Japan and its significance for the earliest 

arc-trench system of proto-Japan: new U-Pb zircon ages of the oldest granitoids in the Kitakami and Ou Mountains.  Journal of Asian Earth 
Sciences, 108, 136─149, 2015.    

Kirschvink, J.L., Isozaki, Y., Raub, T., Kasuya, T., Yokoyama, M., Otofuji, Y., Shibuya, H.  Challenging the sensitivity limits of paleomagnetism: 
Magnetostratigraphy of weakly-magnetized Guadalupian-Lopingian （Permian） limestone from Kyushu, Japan.  Palaeogeography Palaeoclima-
tology Palaeoecology,  418, 75─89, 2015.  

Aoki, K., Isozaki, Y., Sakata, S., Hirata, T. Mid-Paleozoic arc granitoids in SW Japan with Neoproterozoic xenocrysts from South China: new zir-
con U-Pb ages by LA-ICPMS.  Journal of Asian Earth Sciemces, 97, 125─135, 2015. 

Aoki, K., Isozaki, Y., Sakata, S., Sato, T., Yamamoto, S., Hirata, T. Detrital zircon geochronology of sandstones from Jurassic and Cretaceous accre-
tionary complexes in the Kanto Mountains, Japan: implications for arc provenance.  Engineering Geology of Japan, 5, 11─27, 2015. 

Saitoh, M., Ueno, Y., Isozaki, Y., Shibuya, T., Yao, J.X., Ji, Z.S., Shozugawa, K., Matsuo, M., Yoshida, N.  Authigenic carbonate precipitation at the 
end-Guadalupian （Middle Permian） in South China: an implication for the carbon cycle in the past anoxic oceans.  Progress in Earth Planetary 
Sciences, 2–41（p.1─19）, 2015. 

Sato, T., Sawaki, Y., Asanuma, H., Fujisaki, W., Okada, Y., Maruyama, S., Isozaki, Y., Shozugawa, K., Matsuo, M., Windley, B.F., 2015.  Redox 
condition of the late Neoproterozoic pelagic deep ocean: 57Fe Mössbauer analyses of pelagic mudstones in the Ediacaran accretionary complex, 
Wales, UK.  Tectonophysics, 662, 472─480, 2015. 

磯﨑行雄,小福田大輔.  超海洋中央部海山頂部での絶滅の記録：ジュラ紀の日本に付加したペルム系赤坂石灰岩（岐阜県大垣市）. 
地学雑誌, 124, N1–N9, 2015. 
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中畑 浩基, 磯﨑行雄,小坂和夫,坂田修平,平田岳史.  関東山地北縁,上部白亜系跡倉層・栃谷層の砕屑性ジルコン年代パタン─
飛騨帯と中央構造線南縁との弧横断方向の関連─. 地学雑誌, 124, 633─656, 2015. 

丸山 茂徳, 磯﨑行雄,大森聡一.  地球生命史から宇宙生物学の体系化へ.  宇宙生命論（海部宣男・星  元紀・丸山茂徳  編）, 68─84, 
東大出版会（東京）, 2015. 

植田  一博（Kazuhiro Ueda）
Takahashi, K., Fukuda, H., Samejima, K., Watanabe, K., Ueda, K.  Impact of stimulus uncanniness on speeded response. Frontiers in Psychology, 6; 

662, 2015. DOI:10.3389/fpsyg.2015.00662
岩﨑 雄斗, 和泉 潔, 伊藤 祐輔, 植田 一博.  投資家のリスク態度と熟達度ならびに市場動向が投資行動に与える影響.  『認知科学』, 

22（3）, 389─408, 2015. 
山田 歩, 芳澤 希, 鮫島 和行, 野場 重都, 舛田 晋, 鰐川 彰, 植田 一博.  テイスティング状況が飲料への評価に与える影響.  『認知科

学』, 22（3）, 437─446, 2015. 
和嶋 雄一郎, 足利 純, 鷲田 祐一, 植田 一博.  インターネットを利用した情報収集傾向が技術とサービスに関するアイデア生成に

与える影響.  『電子情報通信学会和文論文誌D』, J98-D（1）, 225─235, 2015. 
植田 一博.  シリーズ『認知科学のススメ』の刊行にあたって.  『認知科学』, 22（3）, 303─304, 2015. 
Honda, H., Hisamatsu, R., Ohmoto, Y., Ueda, K.  Estimation of customer’s preference from verbal and on-verbal cues in face-to-face selling situa-

tion. HAI2015 Workshop on Cognitive Interaction Design, 2015. 
Shibuya, T., Morita, Y., Fukuda, H., Ueda, K., Sasaki, M.  The relation between a puppet’s action and puppeteer’s breathing phases in Bunraku. 

Proceedings of International Symposium on Performance Science 2015, 117, 2015. 
Miwa, K., Ueda, K.  Is the extension of trading hours always beneficial? An artificial agent-based analysis. Proceedings of the 21st International Con-

ference on Computing in Economics and Finance, 2015. 
Miwa, K., Ueda, K.  Stock mispricing induced by a flawed stock market index. Proceedings of the 5th International Conference of the Financial Engi-

neering and Banking Society, 2015. 
Nomura, I., Samejima, K., Moda, I., Kato, N., Ueda, K.  Information Seeking in Consumer Behavior: An Analysis of Purchase History Data. Pro-

ceedings of Cognitive Neuroscience Society 2015 Annual Meeting, 231, 2015. 
Miwa, K., Ueda, K.  Analysts’ preference for growth investing and vulnerability to market-wide sentiment. 『行動経済学』, 7, 23─27, 2014.  

岡田  泰和（Yasukazu Okada）
Okada Y, Sasaki K, Miyazaki S, Shimoji H, Tsuji K, Miura T.  Social dominance and reproductive differentiation mediated by the dopaminergic 

signaling in a queenless ant.   Journal of Experimental Biology, 218, 1091─1098, 2015. 
Ozawa T, Ohta K, Shimada M, Okada K, Okada Y.  Environmental factors that affect pupation decision in the horned flour beetle Gnatocerus cor-

nutus.  Zoological Science, 32（2）, 183─187, 2015. 

小河  正基（Masaki Ogawa）
Kameyama, M., Miyagoshi, T., Ogawa, M.  Linear analysis on the onset of thermal convection of highly compressible fluids: Implications for the 

mantle convection of super-Earths, Geophys. J. Int., 200, 1066─1077, 2015. 
Miyagoshi, T., Kameyama, M., Ogawa, M.  Thermal convection and the convective regime diagram in super-Earths, J. Geophys. Res., 120, 1267─

1278, doi:10.1002/2015JE004793, 2015. 
小河 正基.  地球型惑星内部物理学の最近の進展, 地学雑誌, 124（1）, 1─30, 2015. 

梶田  真（Shin Kajita）
梶田 真.  可住地情報を利用した小地域統計の高精度可視化による活動－島根県島後への適用－.  地理科学.  70, 77─91, 2015. 
梶田 真.  EU諸国における農村開発の潮流から日本の農村開発を考える.  経済地理学年報. 61, 140─147, 2015. 
梶田 真.  小地域統計を用いた目黒区の戦後動態：1965年から 1980年の間の職業別就業者構成の変化に焦点を当てて.  ESTRELA. 

259, 11─21, 2015. 
梶田 真.  地理学の公共政策への応用.  人文地理学への招待.（竹中克行編）. 238─254. ミネルヴァ書房（東京）.  2015. 
梶田 真. 地域的経済格差.  地理学概論（第 2版）.（上野和彦・椿 真智子・中村康子編）. 106─108. 朝倉書店（東京）. 2015. 

柏原  賢二（Kenji Kashiwabara）
Fukase, M., Kashiwabara, K. An Accelerated Algorithm for Solving SVP Based on Statistical Analysis. JIP 23(1), 67-80, 2015. 

加藤  道夫（Michio Kato）
Kato, M.. Le Corbusier’s Integration of the Male and the Female with a “Bull Image”. Proceedings of The 16th International Conference on Geom-

etry and Graphics. F17, 1─6, 2015. 

金子  知適（Tomoyuki Kaneko）
Imagawa, T., Kaneko, T.  Enhancements in Monte Carlo Tree Search Algorithms for Biased Game Trees, Conference on Com-

putational Intelligence and Games (CIG 2015), IEEE, 43─50, 2015. 
Yokoyama, S., Kaneko, T., Tetsuro, T.  Parameter-Free Tree Style Pipeline in Asynchronous Parallel Game-Tree Search, The 14th International Con-
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ference on Advances in Computer and Games, Springer LNCS 9625, 210─222, 2015. 
Mandai, Y., Kaneko, T.  LinUCB Applied to Monte Carlo Tree Search, The 14th International Conference on Advances in Computer and Games, 

Springer LNCS 9625, 41─52, 2015. 
渡辺 順哉, 美添 一樹, 金子 知適.  モンテカルロ木探索を統合したプレイアウト方策の最適化, 第 20 回ゲームプログラミングワー

クショップ, 5─11, 2015. 
横山 秀, 金子 知適.  評価値を用いて展開制御したゲーム木に基づく並列探索, 第 20 回ゲームプログラミングワークショップ, 46─

53, 2015. 
万代 悠作, 金子 知適.  囲碁におけるLinUCT の性能評価, 第 20 回ゲームプログラミングワークショップ, 107─112, 2015. 
大森 翔太朗, 金子 知適.  将棋における棋風を学習するための棋譜分析の取り組み, 第 20 回ゲームプログラミングワークショップ, 

32─39, 2015. 
島野 拓也, 金子 知適.  証明数と経験的知識を用いた探索の効率化, 第 20 回ゲームプログラミングワークショップ, 107─112, 2015. 

河合  研志（Kenji Kawai）
Katayama, I., T. Kubo, H. Sakuma, K. Kawai, Can clay minerals account for the non-asperity on the subducting plate interface? Prog. Earth Planet. 

Sci., 2:30 （8pp） DOI 10.1186/s40645─015─0063─4, 2015. 
Kawai, K., H. Sakuma, I. Katayama, K. Tamura, Frictional characteristics of single and polycrystalline muscovite and influence of fluid chemistry, J. 

Geophys. Res. Solid Earth, 120, 6209─6218, doi:10.1002/2015JB012286, 2015. 
Kawai, K., T. Tsuchiya, Elasticity of continental crust around the mantle transition zone. In The Earth’s Heterogeneous Mantle, edited by A. Khan 

and F. Deschamps, Springer, Chap. 8, pp. 259─274, 2015. 
Ishikawa, A., K. Kawai, Ultrapotassic magma from the deep mantle, Leucite Hills Lamproite, Wyoming USA, J. Geography （Chigaku Zasshi）, 124, 

515─523, 2015. 
Ichikawa, H., K. Kawai, S. Yamamoto, M. Kameyama, Effects of water on supply rate of continental materials, In The Earth’s Heterogeneous Mantle, 

edited by A. Khan and F. Deschamps, Springer, Chap. 9, pp. 275─299, 2015. 
Kawai, K., T. Tsuchiya, Small shear modulus of cubic CaSiO3 perovskite, Geophys. Res. Lett., 42, 2718─2726, doi:10.1002/2015GL063446, 2015. 
Kawai, K., T. Tsuchiya, Elasticity and phase stability of pyrope garnet from ab initio computation, Phys. Earth Planet. Inter., 240, 125─131, 2015. 

河村 彰星（Akitoshi Kawamura）
Kawamura, A., Müller, N., Rösnick, C., Ziegler, M.  Computational benefit of smoothness: Parameterized bit-complexity of numerical operators 

on analytic functions and Gevrey’s hierarchy. Journal of Complexity, 31（5）, 689─714, 2015. 
Kawamura, A., Kobayashi, Y.  Fence patrolling by mobile agents with distinct speeds. Distributed Computing, 28（2）, 147─154, 2015. 
Dorrigiv, R., Fraser, R., He, M., Kamali, S., Kawamura, A., López-Ortiz, A. and Seco, D.  On minimum- and maximum-weight minimum span-

ning trees with neighborhoods. Theory of Computing Systems, 56（1）, 220─250, 2015. 
Kawamura, A., Steinberg, F., Ziegler, M.  Towards computational complexity theory on advanced function spaces in analysis. Continuity, Comput-

ability, Constructivity – From Logic to Algorithms （CCC）. Kochel am See, Germany, September 2015. 
Kawamura, A., Ziegler, M.  Invitation to real complexity theory: Algorithmic foundations to reliable numerics with bit-costs. The 18th Korea-Japan 

Joint Workshop on Algorithms and Computation （WAAC）. Incheon, Korea, August 2015. 
Katayama, T., Kawamura, A.  On the image and length of polynomial-time computable curves. Twelfth International Conference on Computabili-

ty and Complexity in Analysis （CCA）. Tokyo, Japan, July 2015. 
Kawamura, A., Soejima, M.  Simple strategies versus optimal schedules in multi-agent patrolling. In Proc. Ninth International Conference on Algo-

rithms and Complexity （CIAC）, 261─273, Paris, France, May 2015. 
Kawamura, A., Moriyama, S., Otachi, Y., Pach, J.  A lower bound on opaque sets. The 31st European Workshop on Computational Geometry 
（EuroCG）. Ljubljana, Slovenia, March 2015. 

Kawamura, A., Steinberg, F., Ziegler, M.  Computational complexity of integrable functions. Constructivism and Computability. Kanazawa, Japan, 
March 2015. 

小宮  剛（Tsuyoshi Komiya）
Arai, T., Omori, S., Komiya, T., Maruyama, S. Intermediate P/T-type regional metamorphism of the Isua Supracrustal Belt, southern west Green-

land: The oldest Pacific-type orogenic belt? Tectonophysics 662, 22─39, 2015. 
Du, W., Wang, X.L., Komiya, T. Potential Ediacaran sponge gemmules from the Yangtze Gorges area in South China. Gondwana Research 28, 1246

─1254, 2015. 
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Sripian, P., Suzuki, H., Yamaguchi, Y. 編.  The 10th Asian Forum on Graphic Science - Program and Abstracts. Japan Society for Graphic Science, 

2015. 
Takahashi, K., Tachi, T., Yamaguchi, Y.  Mesh Approximation for Generating Development with Creases and Slits. Journal for Geometry and Graph-

ics, 19(1), 107-118. 2015. 
Ohshima, T., Tachi, T., Tanaka, H., Yamaguchi, Y.  Analysis and design of elastic materials formed using 2D repetitive slit pattern.  Proc. of  the  In-

ternational  Association  for  Shell  and  Spatial  Structures  Symposium  2015, IASS2015-526418, 1-12. 2015. 
Ueda, H., Takahashi, K., Watanabe, K., Yamaguchi, Y.  Illusory motion perception and eye movements: a study of the cycloid illusion. Jour-

nal of Eye Movement Research, 8(4):1 (ECEM 2015 Abstracts) 189. 2015. 
山口 泰.  連続階調画像のための拡張視覚復号型暗号. 応用数理, 25(3), 33-38.  応用数理学会. 2015. 
Arief, M., Todo, H., Kondo, K., Mikami, K., Yamaguchi, Y.  Controllable Region via Texture Projection for Stylized Shading. Proc. of VRCAI 

2015, ACM SIGGRAPH, 35-38. 2015. 
Miyai, A., Yamaguchi, Y.  Development  and  Evaluation  of Education  Materials  for Stereoscopic  3D  Computer  Graphics Animation.  Proc. of 

SIGGRAPH Asia 2015 Symposium on Education, Article No.2. 2015. 
山口 泰.  異種の画像からなるハイブリッド画像. 応用数理, 25(4), 26-31.  応用数理学会. 2015. 

與倉  豊（Yutaka Yokura）
Yokura, Y. Performances and Roles of Local Trade Fairs in Japan: Case Study on the Suwa Area Industrial Messe, Nagano Prefecture. Komaba Stud-

ies in human geography, 21, 85─100, 2014.
Yokura, Y. Building relationships at local trade fairs in Japan: a case study of the Suwa Area Industrial Messe. Temporary Knowledge Ecologies: The 

Rise and Evolution of Trade Fairs in Asia-Pacific. （Bathelt, H. and Zeng, G..編）197─216. Edward Elgar. Cheltenham.2015. 
與倉 豊.  「ジニ係数」, 「B/N分析」, 「ハフモデル」ほか, 地域分析ハンドブック（半澤誠司, 武者忠彦, 近藤章夫, 濱田博之編）, ナカニ

シヤ出版（京都）.2015. 

横山  ゆりか（Yurika Yokoyama）
Yokoyama, Y., Nakamura, K., Mizumura, H., Yokoyama, K., Itoh, S., Koga, T., Mazumdar, S., Nagasawa, N., Hashimoto, K. Attachment to con-

temporary planned environments: emotion, meaning, objects, and processes. Proceedings of the 46th Annual Conference of the Environmental 
Design Research Association, 212─214, 2015. 

吉田  丈人（Takehito Yoshida）
Suzuki, K., Yoshida, T.  Ecological resilience of population cycles: a dynamic perspective of regime shifts. J. Theor. Biol., 370, 103─115, 2015. 
Nagano, M., Yagi, A., Yoshida, T.  Seasonal pattern and inducing cue of diel vertical migration of Chaoborus flavicans in Lake Fukami-ike, Nagano, 

Japan. Ecol. Res., 30, 145─152, 2014.
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関谷  貴之（Takayuki Sekiya）
Sekiya, T., Matsuda, Y., Yamaguchi, K.  Curriculum Analysis of CS Departments Based on CS2013 by Simplified, Supervised LDA. LAK’15, 330─

339, 2015. 

  ■兼担教員

瀬川  浩司（Hiroshi Segawa）
Wang, H., Gonzalez-Pedro, V., Kubo, T., Fabregat-Santiago, F., Bisquert, J., Sanehira, Y., Nakazaki, J., Segawa, H.  Enhanced carrier transport dis-

tance in colloidal PbS quantum-dot-based solar cells using ZnO nanowires. J. Phys. Chem. C, 119─49, 27265─27274, 2015. 
Kinoshita, T., Nonomura, K., Jeon, N.J., Giordano, F., Abate, A., Uchida, S., Kubo, T., Seok, S.I., Nazeeruddin, M.K., Hagfeldt, A., Grätzel, M., 

Segawa, H.  Spectral splitting photovoltaics using perovskite and wideband dye-sensitized solar cells. Nat. Commun., 6, 8834, 2015. 
Cojocaru, L., Uchida, S., Jayaweera, V.V.P., Kaneko, S., Nakazaki, J., Kubo, T., Segawa, H.  Origin of the hysteresis in I-V curves for planar struc-

ture perovskite solar cells rationalized with a surface boundary-induced capacitance model. Chem. Lett., 44─12, 1750─1752, 2015. 
Cojocaru, L., Uchida, S., Sanehira, Y., Gonzalez-Pedro, V., Bisquert, J., Nakazaki, J., Kubo, T., Segawa, H.  Temperature effects on the photovoltaic 

performance of planar structure perovskite solar cells. Chem. Lett., 44─11, 1557─1559, 2015. 
Yanagida, S., Yanagisawa, S., Segawa, H.  Molecular orbital-based verification of conductivity of tetramethylammonium pentaiodide and pentaio-

dide-based electrolytes in dye-sensitized solar cells. J. Electrochem. Soc., 162─10, E263-E270, 2015. 
Ko, S.B., Ryu, T.I., Cho, A.N., Fujisawa, J., Segawa, H., Park, N.G.  Visible light absorption and photoelectrochemical activity of colorless molecu-

lar 1,3-bis（dicyanomethylidene）indane （BDMI） by surface complexation on TiO2. Phys. Chem. Chem. Phys., 17─28, 18541─18546, 2015.  
Yanagida, S., Yanagisawa, S., Yamashita, K., Jono, R., Segawa, H.  Theoretical verification of photoelectrochemical water oxidation using nanocrys-

talline TiO2 electrodes. Molecules, 20─6, 9732─9744, 2015. 
Cojocaru, L., Uchida, S., Jena, A.K., Miyasaka, T., Nakazaki, J., Kubo, T., Segawa, H.  Determination of chloride content in planar CH3NH3P-

bI3-xClx solar cells by chemical analysis. Chem. Lett., 44─8, 1089─1091, 2015. 
Mishima, K., Kinoshita, T., Hayashi, M., Jono, R., Segawa, H., Yamashita, K., Lin, S.H.  Theoretical studies on the absorption spectra of cis-［ru
（4,4 ‘-COO-2,2 ‘-bpy）（2）（X）（2）］（4-）, （X = NCS, cl） and panchromatic trans-terpyridyl ru complexes including strong spin-orbit cou-
pling. Phys. Chem. Chem. Phys., 17─18, 12317─12327, 2015. 

Yanagida, S., Manseki, K., Segawa, H.  Theoretical evaluation of electron transport in aniline tetramer-based dye-sensitized solar cells. Electrochim. 
Acta., 179, 169─173, 2015. 

Kawawaki, T., Wang, H., Kubo, T., Saito, K., Nakazaki, J., Segawa, H., Tatsuma, T.  Efficiency enhancement of PbS quantum Dot/ZnO nanowire 
bulk-heterojunction solar cells by plasmonic silver nanocubes. ACS. Nano., 9─4, 4165─4172, 2015. 

Sandén, S., Akitsu, K., Torngren, B., Ylinen, A., Smatt, J. H., Kubo, T., Matsumura, M., Otani, N., Segawa, H., Österbacka, R.  Plasmon-en-
hanced polymer-sensitized solar cells. J. Phys. Chem. C, 119─10, 5570─5576, 2015. 

Cojocaru, L., Uchida, S., Sanehira, Y., Nakazaki, J., Kubo, T., Segawa, H.  Surface treatment of the compact TiO2 layer for efficient planar hetero-
junction perovskite solar cells. Chem. Lett., 44─5, 674─676, 2015. 

Giorgi, G., Fujisawa, J., Segawa, H., Yamashita, K.  Organic-inorganic hybrid lead iodide perovskite featuring zero dipole moment guanidinium 
cations: A theoretical analysis. J. Phys. Chem. C, 119─9, 4694─4701, 2015. 

Hirakawa, K., Umemoto, H., Kikuchi, R., Yamaguchi, H., Nishimura, Y., Arai, T., Okazaki, S., Segawa, H.  Determination of singlet oxygen and 
electron transfer mediated mechanisms of photosensitized protein damage by phosphorus（V）porphyrins. Chem. Res. Toxicol., 28─2, 262─267, 
2015. 

中崎 城太郎, 瀬川 浩司.  ペロブスカイト太陽電池の実用化に向けて. 月刊Optronics, 403, 66─70. オプトロニクス社（東京）. 2015. 
瀬川 浩司.  技術開発と社会科学, そして人材育成プログラム－エネルギーイノベーションに向けて. 季刊Biocity, 62, 31─35. ブック

エンド（東京）. 2015. 
瀬川 浩司.  次世代の太陽光発電を実現するために. 月刊光学, 44─3, 89. 日本光学会（東京）. 2015. 

増田  建（Tatsuru Masuda）
Kobayashi, K., Masuda, T., Tajima, N., Wada, H., Sato, N.  Molecular phylogeny and intricate evolutionary history of the three isofunctional en-

zymes involved in the oxidation of protoporphyrinogen IX. Genome Biol. Evol. 6, 2141─2155, 2014.  
Listiawan, D.A., Tanoue, R., Kobayashi, K., Masuda, T.  Expression analysis of transcription factors involved in chloroplast differentiation. Procedia 

Chem. 14,146─151, 2015.  
科学の技法  －サイエンティフィック・スキルを身につける－.  東京大学出版会（東京）.  2015. 

  ■流動教員

金井  崇（Takashi Kanai）
Ozaki, H., Kyota, F., Kanai, T.  Out-of-Core Framework for QEM-based Mesh Simplification, Proc. 15th Eurographics Symposium on Parallel 

Graphics and Visualization （EGPGV 2015）, pp.87─96, 2015. 
Wu, C., Kanai, T.  Animating Detailed Hairs for Game Characters using Enhanced Secondary Motion Graph”, 14th ACM SIGGRAPH Interna-

tional Conference on Virtual Reality Continuum and Its Applications in Industry （VRCAI 2015） Posters 
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  ■大学院教育専任教員

佐藤  有理（Yuri Sato）
Sato, Y., Mineshima, K.  How diagrams can support syllogistic reasoning: an experimental study. Journal of Logic, Language, and Information, 24, 

409─455, 2015. 
Sato, Y., Masuda, S., Someya, Y., Tsujii, T., Watanabe, S.  An fMRI analysis of the efficacy of Euler diagrams in logical reasoning. 2015 IEEE Sym-

posium on Visual Languages and Human-Centric Computing, 143─151, 2015. 
Sugimoto, Y., Sato, Y.  A specification-aware modeling of mental model theory for syllogistic reasoning. 13th International Conference on Cogni-

tive Modeling, 31–36, 2015. 

本田  秀仁（Hidehito Honda）
松原 和也, 杉山 洋, 村越 琢磨, 増田 知尋, 本田 秀仁, 和田 有史.  高齢者の認知傾向とインターネットでの購買行動の関係. 映像情

報メディア学会誌, 69（9）, J271─J277, 2015. 
Honda, H., Ogawa, M., Murakoshi, T., Masuda, T., Utsumi, K., Nei, D., Wada, Y.  Variation in risk judgment on radiation contamination of food: 

Thinking trait and profession. Food Quality and Preference, 46, 119─125, 2015. 
Honda, H., Ogawa, M., Murakoshi, T., Masuda, T., Utsumi, K., Park, S., Kimura, A., Nei, D., Wada, Y.  Effect of visual aids and individual differ-

ences of cognitive traits in judgments on food safety. Food Policy, 55, 33─40, 2015. 

  ■研究員

諫川  輝之（Teruyuki Isagawa）
伊藤 佑治, 山本 浩司, 添田 昌志, 諫川 輝之, 大野 隆造.  高速道路休憩施設のトイレにおける待ち位置選択に影響を及ぼす空間的要
因. 日本建築学会計画系論文集, 80（713）, 1547─1555, 2015. 

諫川 輝之, 添田 昌志, 山本 浩司, 伊藤 佑治, 大野 隆造.  高速道路休憩施設における地震時初期対応のための利用者の意識・行動分
析. 地域安全学会論文集, 27, 121─128, 2015. 

杜  偉（Wei Do）
Du, W., Wang, X.L. Komiya, T.  Potential Ediacaran sponge gemmules from the Yangtze Gorges area in South China. Gondwana Research 28, 1246

─1254, 2015. 
Wang, Y., Du, W., Komiya, T., Wang, X.L. Wang, Y.  Macroorganism paleoecosystems during the middle-late Ediacaran Period in the Yangtze 

Block, South China. Paleontological Research 19, 237─250, 2015. 
Wang, Y., Wang, Y., Du, W. Wang, X.  The Ediacaran macroalga Zhongbaodaophyton Chen et al. from South China. Alcheringa: An Australasian 

Journal of Palaeontology 39, 377─387, 2015. 
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青木  貴稔（Takatoshi Aoki）
Harada, K., Ezure, S.  Hayamizu, T., Kato, K., Kawamura, H., Inoue, T., Arikawa, H., Ishikawa, T., Aoki, T., Uchiyama, A., Itoh, M., Ando, S., 

Aoki, T., Hatakeyama, A., Hatanaka, K., Imai, K., Murakami, T., Shimizu, Y., Sato, T., Wakasa, T., Yoshida, H. P., Sakemi, Y.  Development 
of Laser Light Sources for Trapping Radioactive Francium Atoms Toward Tests of Fundamental Symmetries. JPS Conf. Proc., 6, 030128─1─5, 
2015. 

Inoue, T., Ando, S., Aoki, T., Arikawa, H., Ezure, S., Harada, K., Hayamizu, T., Ishikawa, T., Itoh, M., Kato, K., Kawamura, H., Uchiyama, A., 
Aoki, T., Asahi, K., Furukawa, T., Hatakeyama, A., Hatanaka, K., Imai, K., Murakami, T., Nataraj, H. S., Sato, T., Shimizu, Y., Wakasa, T., 
Yoshimi, A., Yoshida, H. P., Sakemi, Y. Development of Magnetometer Based on the Nonlinear Magneto-Optical Rotation Effect Toward the 
Measurement of the Electron Electric Dipole Moment, JPS Conf. Proc., 6, 030070─1─4, 2015. 

Kawamura, H., Ando, S., Aoki, T., Arikawa, H., Ezure, S., Harada, K., Hayamizu, T., Inoue, T., Ishikawa, T., Itoh, M., Kato, K., Uchiyama, A., 
Aoki, T., Furukawa, T., Hatakeyama, A., Hatanaka, K., Imai, K., Murakami, T., Nataraj, H. S., Sato, T., Shimizu, Y., Wakasa, T., Yoshida, H. 
P., Sakemi, Y. Towards the Measurement of the Electric-Dipole Moment of Radioactive Francium using Laser-Cooling and Trapping Tech-
niques, JPS Conf. Proc., 6, 030068─1─4, 2015. 

Inoue, T., Ando, S., Aoki, T., Arikawa, H., Ezure, S., Harada, K., Hayamizu, T., Ishikawa, T., Itoh, M., Kato, K., Kawamura, H., Uchiyama, A., 
Aoki, T., Asahi, K., Furukawa, T., Hatakeyama, A., Hatanaka, K., Imai, K., Murakami, T., Nataraj, H. S., Sato, T., Shimizu, Y., Wakasa, T., 
Yoshida, H. P., Yoshimi, A., Sakemi, Y. Experimental search for the electron electric dipole moment with laser cooled francium atoms, Hyper-
fine Interact., 231, 157─162, 2015. 

青木  優（masaru aoki）
Aoki, M., Masuda, S. Local electronic structure at organic–metal interface studied by UPS, MAES, and first-principles calculation. J. Electron Spec-

trosc. Relat. Phenom., 204, 68─74, 2015. 

石原  孝二（Kohji Ishihara）
Ishihara, K.  Learning from tojisha kenkyu: Mental health “patients” studying their difficulties with their peers. In T. Shakespeare （Ed.）, Disability 

Research Today. International Perspectives. （pp. 27─42）. London: Routledge, 2015. 
石原 孝二.  ロボットと心／身体の行方. 佐倉統編『人と「機械」をつなぐデザイン』東京大学出版会.（第 12章）, 2015. 
石原 孝二.  早発性認知症から精神分裂病, 統合失調症へ─スティグマの哲学. 『こころの科学』 ☆180, 107─110, 2015. 
石原 孝二.  精神病理学と薬物療法. 『精神医学の基盤』1, 64─71, 2015. 
石原 孝二.  精神医学における記述的方法と「機能不全」モデル─精神障害概念と「自然種」─. 『科学哲学』47（2）, 17─32, 2015.   

今井  良宗（Yoshinori Imai）
Imai, Y., Sawada, Y., Nabeshima, F., Maeda, A.  Suppression of phase separation and giant enhancement of superconducting transition temperature 

in FeSe1-xTex thin films. Proc. Natl. Acad. Sci. USA, 112, 1937─1940, 2015. 
Okada, T., Nabeshima, F., Takahashi, H., Imai, Y., Maeda, A.  Exceptional suppression of flux-flow resistivity in FeSe0.4Te0.6 by back-flow from ex-

cess Fe atoms and Se/Te substitutions.  Phys. Rev. B, 91, 054510/1─6, 2015. 
Tsukada, I., Nabeshima, F., Ichinose, A., Komiya, S., Hanawa, M., Imai, Y., Maeda, A.  Crossover from hole- to electron-dominant regions in iron-

chalcogenide superconductors induced by Te/Se substitution.  Jpn. J. Appl. Phys., 54, 043102/1─5, 2015. 
Takahashi, H., Imai, Y., Maeda, A.  Near-field microwave imaging of inhomogeneous KxFeySe2: Separation of topographic and electric features.  Ap-

pl. Phys. Lett., 106, 233106/1─4, 2015. 
Maeda, A., Okada, T., Takahashi, H., Nabeshima, F., Imai, Y., Kitagawa, K., Matsubayashi, K., Uwatoko, Y., Nakajima, M., Iyo, A., Eisaki, H.  

Gap Structure Seen in Magnetic Penetration Depth and Flux-Flow Resistivity of 122 Fe-Based Superconductors.  Quantum Matter, 4, 308─
313, 2015. 

Takahashi, H., Imai, Y., Maeda, A.  Observation of mesoscopic phase separation in KxFeySe2 by scanning microwave microscopy.  Physica C, 518, 
33─35, 2015. 

今井 良宗.  2015年（平成 27年）春季 第 62回応用物理学会学術講演会 「超伝導」セッション報告.  超伝導ニュース第 86号, 47, 
2015.  

松葉 健, 今井 良宗, 前田 京剛.  業務紹介：東京大学教養学部低温サブセンター .  『技術報告集』（駒場キャンパス技術発表会, ISSN 
1882─2029）, 11, 17─26, 2015. 

今井 良宗, 澤田 雄一, 鍋島 冬樹, 前田 京剛.  鉄カルコゲナイド超伝導体の新しい電子状態相図 ─薄膜化による相分離の抑制─.  
固体物理, 50, 457─470, 2015. 

今井 良宗, 前田 京剛.  鉄カルコゲナイド超伝導体の超伝導転移温度の大幅な上昇.  セラミックス, 50, 721, 2015. 
今井 良宗, 澤田 雄一, 浅見 大亮, 鍋島 冬樹, 前田 京剛.  相分離を抑制したFeSe1-xTex薄膜の作製と超伝導転移温度の上昇.  FSST 

NEWS, 147, 7─12, 2015. 

上野  和紀（Kazunori Ueno）
上野 和紀.  はじめての講義：授業アンケートから見えてきたもの.  大学の物理教育 21巻 115─118, 2015. 

相関基礎科学系
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岡澤  厚（Atsushi Okazawa）
Tanaka, N., Okazawa, A., Sugahara, A., Kojima, N. Development of a Photoresponsive Organic–Inorganic Hybrid Magnet: Layered Cobalt Hy-

droxides Intercalated with Spiropyran Anions. Bull. Chem. Soc. Jpn., 88, 1150─1155, 2015. 
Taufiq, A., Sunaryono, Putra, E. G. R., Okazawa, A., Watanabe, I., Kojima, N., Pratapa, S., Darminto Nanoscale Clustering and Magnetic Proper-

ties of MnxFe3–xO4 Particles Prepared from Natural Magnetite. J. Supercond. Nov. Magn., 28, 2855─2863, 2015. 

岡本  拓司（Takuji Okamoto）
Okamoto, T. The Shift in Public Perception of Science and Science Education in Post-war Japan. International Science and Technology Education: 

Exploring Culture, Economy and Social Perceptions. （Ortwin Renn, Nicole C. Karafyllis, Andreas Hohlt, Dorothea Taube 編）. 29─45. Rout-
ledge. London; New York. 2015. 

岡本 拓司.  真空から生まれる科学と技術──アリストテレスからサイクロトロンまで. 高校生のための東大授業ライブ：学問か
らの挑戦. （東京大学教養学部編）. 150─164. 東京大学出版会（東京）. 2015. 

奥田  拓也（Takuya Okuda）
Okuda, T. Mirror symmetry and the flavor vortex operator in two dimensions. JHEP, 1510, 174, 2015. 
Okuda, T. Line operators in supersymmetric gauge theories and the 2d-4d relation. New Dualities of Supersymmetric Gauge Theories. （Teschner, J. 
編）.  195 ─222. Springer.  2015. 

Honda, D., Okuda, T. Exact results for boundaries and domain walls in 2d supersymmetric theories. JHEP, 1509, 140, 2015. 

尾中  篤（Makoto Onaka）
Tandiary, M.A., Masui, Y., Onaka, M.A combination of trimethylsilyl chloride and hydrous natural montmorillonite clay: An efficient solid acid 

catalyst for the azidation of benzylic and allylic alcohols with trimethylsilyl azide. RSC Adv., 5, 15736─15739, 2015. 
Mori, K., Itoh, T., Kakudo, H., Iwamoto, T., Masui, Y., Onaka, M., Yamashita, H. Nickel-supported Carbon Nitride Photocatalyst Combined with 

Organic Dye for Visible-light-driven Hydrogen Evolution from Water. Phys. Chem. Chem. Phys. 17, 24086─24091, 2015. 
増井 洋一, 竹平 悟市, 尾中 篤.  水酸化スズ含有モンモリロナイト（Sn-Mont）のユニークな多孔質構造・性質とその固体酸触媒作用, 

ゼオライト, 32, 2─9,  2015. 

小野瀬  佳文（Yoshinori Onose）
Tanigaki, T., Shibata, K., Kanazawa, N., Yu, X.Z., Onose, Y., Park, H.S., Shindo, D., Tokura, Y. Real-Space Observation of Short-Period Cubic 

Lattice of Skyrmions in MnGe Nano Letters 15, 5438─5442, 2015. 
Iguchi, Y., Uemura, S., Ueno, K., Onose Y. Nonreciprocal magnon propagation in a noncentrosymmetric ferromagnet LiFe5O8. Phys. Rev. B 92, 

184419─1─8, 2015. 

加藤  光裕（Mitsuhiro Kato）
加藤 光裕. 場の量子論とテンソル. 数理科学 2015年 7月号 特集：テンソルの物理イメージ. 26─30. サイエンス社（東京）. 2015. 

加藤  雄介（Yusuke Kato）  
Kurosawa N., Hayashi N., Kato Y.  Effect of Weak and Strong Scatterers on the Spectrum of Vortex Andreev Bound States in Two-Dimensional 

Chiral p-Wave Superconductors. J. Phys. Soc. Jpn. 84 114710/1─12, 2015. 
Watabe S., Kato Y.  Anomalous Scattering of Low-lying Excitations in a Spin-1 Bose-Einstein Condensate. Europhysics Letters. 111 50008/1 ─ 6, 

2015. 
Masaki Y., Kato Y.  Impurity Effects on Bound States in Vortex Core of Topological s-Wave Superconductor. J. Phys. Soc. Jpn. 84 094701/1─10, 

2015. 
Kunimi M., Kato Y.  Metastability, excitations, fluctuations, and multiple-swallowtail structures of superfluid of a Bose-Einstein condensate in the 

presence of a uniformly moving defect.  Phys. Rev. A. 91, 053608/1─15, 2015. 
Masaki Y., Kato, Y.  Impurity Effects on Vortex Core States in Topological s-Wave Superconductor: Analysis based on Andreev Approximation. 

Physics Procedia. 65, 89–92, 2015. 
加藤 雄介.  秩序がもつ固さ─超伝導の世界─. 高校生のための東大授業ライブ  学問からの挑戦. 114─130. 東京大学出版会（東京）. 

2015. 
加藤 雄介.  超伝導量子渦のダイナミクス（その 4）. 固体物理 2015年 3月号. 101─109. アグネ社（東京）. 2015. 
加藤 雄介.  超伝導量子渦のダイナミクス（その 5）. 固体物理 2015年 10月号. 531─541. アグネ社（東京）. 2015. 
加藤 雄介, 渡部 昌平.  超流動、ボース・アインシュタイン凝縮、密度ゆらぎ. 日本物理学会誌 2015年 5月号. 362─367. 日本物理
学会（東京）. 2015. 

加藤 雄介.  超流動とボーズ・アインシュタイン凝縮：長年の未解決な関係. 物性研究・電子版 2015年 11月号. 044202（27pages）. 
物性研究・電子版  編集委員会. 2015. 

金子  邦彦（Kunihiko Kaneko）  
Kohsokabe, T., Kaneko, K. Evolution-Development Congruence in Pattern Formation Dynamics: Bifurcations in Gene Expressions and Regulation 

of Networks Structures. J. Exp Zoology B, 326, 61─84, 2015. 
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Miyamoto, T., Furusawa, C., Kaneko, K., Pluripotency, differentiation, and reprogramming: A gene expression dynamics model with epigenetic 
feedback regulation. PLoS Comp. Biol., 11, e1004476, 2015. 

Hatakeyama, T.S., Kaneko, K., Reciprocity Between Robustness of Period and Plasticity of Phase in Biological Clocks. Phys. Rev. Lett., 115, 218101
（Highlighted article, featured in Physics）, 2015. 

Furusawa, C., Kaneko, K., Global Relationships in Fluctuation and Response in Adaptive Evolution. J.of the Royal Society Interface, 12, 20150482, 
2015. 

Kamimura, A., Kaneko, K., Transition to diversification by competition for resources in catalytic reaction networks. Journal of Systems Chemistry, 6, 
5, 2015. 

Kaneko, K., Furusawa, C., Yomo, T. Universal relationship in gene-expression changes for cells in steady-growth state”Physical Review, X5, 011014, 
2015. 

Saito, N., Kaneko, K., Theoretical Analysis of Discreteness-Induced Transition in Autocatalytic Reaction Dynamics. Phys. Rev. E., 91, 022707, 
2015. 

Colliaux, D., Yger, P., Kaneko, K. Impact of sub and supra-threshold adaptation currents in networks of spiking neurons. Journal of Computational 
Neuroscience, 39, 255 ─270, 2015. 

Takeuchi, N., Cordero, O.X., Koonin, E.V., Kaneko, K. Gene-specific selective sweeps in bacteria and archaea caused by negative frequency-depen-
dent selection. BMC Biology 13, 20, 2015. 

Kaneko, K., Dynamical Systems++ for a Theory of Biological System. （Chaos, Information Processing, and Paradoxical Games （honouring the 
memory of John Nicolis）, World Scientific （ed. G. Nicolis and V. Basios）, 345─354, 2015. 

Kaneko, K., From Globally Coupled Maps to Complex-Systems Biology. Chaos, 25, 097608, 2015. 

上村  淳（Atsushi Kamimura）
Kamimura, A. Matsumoto, S. Ohira, T. Chases and Escapes: From Singles to Groups. Mathematical Approaches to Biological Systems. （Ohira, T., 

Uzawa, T 編）, 139─166. Springer. Tokyo. 2015. 

菊川  芳夫（Yoshio Kikukawa）
Fujii, H., Kamata, S., Kikukawa, Y.  Lefschetz thimble structure in one-dimensional lattice Thirring model at finite density.  JHEP, 1511, 078, 

2015. 
Fujii, H., Kamata, S., Kikukawa, Y.  Monte Carlo study of Lefschetz thimble structure in one-dimensional Thirring model at finite density.  JHEP, 

1512, 125, 2015. 

國場  敦夫（Atsuo Kuniba）
Kuniba, A., Okado, M., Sergeev, M.  Tetrahedron Equation and Quantum R Matrices for mod-ular double of Uq（Dn

（2）
+1）;Uq（A 2

（2）
n） and Uq（C n

（1））. 
Lett. Math. Phys., 105 447─461, 2015. 

Kuniba, A., Maruyama, S.  A polynomial formula for the solution of 3D reflection equation. J. Phys. A: Math. Theor. 48 135204 （19pp） 2015. 
Kuniba, A., Okado, M., Sergeev, M.  Tetrahedron equation and generalized quantum groups.  J. Phys. A: Math. Theor. 48 304001 （38pp） 2015. 
Kuniba, A., Maruyama, S., Okado, M.  Multispecies TASEP and combinatorial R, J. Phys. A: Math. Theor. 48 34FT02 （19pp） 2015. 
Kuniba, A., Okado, M.  Tetrahedron equation and quantum R matrices for q-oscillator repre-sentations.  J. Phys: Conference Ser. 597 012051 （10 

pp） 2015. 

黒田  直史（Naofumi Kuroda）
Radics, B., Nagata. Y., Yamazaki. Y., Ishikawa, S., Kuroda, N, Matsuda. Y., An-freville, M., Aune, S., Boyer, M., Chateau, F., Combet, M., Granelli, 

R., Legou, P., Mandjavidze, I., Procureur, S., Riallot, M., Vallage, B., Vandenbroucke, M.  The ASACUSA Micromegas Tracker: A cylindrical, 
bulk Micromegas detector for anti-matter research. Review of Scientic Instruments, 86 083304, 2015. 

永田 祐吾, 黒田 直史.  カスプトラップを用いた反水素研究.  陽電子科学, 4, 49, 2015. 

小島  達央（Tatsuo Kojima）
Baba, A., Kojima, T., Hiraoka, S.  Self-Assembly Process of Dodecanuclear Pt（II）-Linked Cyclic Hexagon. J. Am. Chem. Soc., 137, 7664─7667, 

2015. 

酒井  邦嘉（Kuniyoshi Sakai）  
Kinno, R., Ohta, S., Muragaki, Y., Maruyama, T., Sakai, K. L. Left frontal glioma induces functional connectivity changes in syntax-related net-

works. SpringerPlus 4, 317, 1─6, 2015. 
清水 祐一郎, 酒井 邦嘉.  相対音感に関わる灰白質の髄鞘と神経線維束の可視化：左島皮質後部の役割. Brain and Nerve 67, 1147─

1155, 2015. 
Kinno, R., Ohta, S., Muragaki, Y., Maruyama, T., Kasai, H., Uchiyama, M., Kurokawa, S., Sakae, Y., Sakai, K. L. Functional connectivity changes 

in syntax-related networks among patients with a glioma. Organization for Human Brain Mapping Conference （Honolulu, USA）, Abstr. 3820, 
2015. 

Yamamoto, K., Sakai, K. L. The effects of development and learning on the properties of the arcuate fasciculus. Neurosci. Res. Suppl., 2O04─3─1, 
2015. 
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Ohta, S., Koizumi, M., Sakai, K. L. The left inferior frontal gyrus activation selectively increased by the object shift in a sentence: An fMRI study in 
Kaqchikel Maya. Neurosci. Res. Suppl., 2O04─3─3, 2015. 

Ohta, S., Koizumi, M., Sakai, K. L. Dissociating scrambling from topicalization for activations in the grammar centers: An fMRI study in Kaq-
chikel Maya. The Seventh Annual Meeting of the Society for the Neurobiology of Language （Chicago, USA）, Abstr. 171, D68, 2015. 

Yamamoto, K., Sakai, K. L. Differential changes in the dorsal language pathway for general development and L2 learning. The Seventh Annual 
Meeting of the Society for the Neurobiology of Language （Chicago, USA）, Abstr. 238, F42, 2015. 

河村 満, 佐倉 統, 酒井 邦嘉.  【特別鼎談】 たのしいエチカ －現代の科学倫理をめぐって. Brain and Nerve 67, 73 ─81, 医学書院. 2015. 
酒井 邦嘉.  脳に描かれる地図－ノーベル生理学・医学賞 2014年. 教養学部報 571, 1, 東京大学教養学部. 2015. 
酒井 邦嘉.  【編集委員あとがき】「箸」. Brain and Nerve 67, 236, 医学書院. 2015. 
金野 竜太, 酒井 邦嘉.  言語の統辞処理を支える 3つの神経回路. Brain and Nerve 67, 303─310, 医学書院. 2015. 
酒井 邦嘉.  【編集委員あとがき】「万年筆」. Brain and Nerve 67, 978, 医学書院. 2015. 
河内 十郎, 酒井 邦嘉.  【対談・現代神経科学の源流 第 7回】「ノーマン・ゲシュヴィンド 前編」. Brain and Nerve 67, 1061─1066, 医学

書院. 2015. 
河内 十郎, 酒井 邦嘉.  【対談・現代神経科学の源流 第 8回】「ノーマン・ゲシュヴィンド 中編」. Brain and Nerve 67, 1157─1161, 医学
書院. 2015. 

河内 十郎, 酒井 邦嘉.  【対談・現代神経科学の源流 第 9回】「ノーマン・ゲシュヴィンド 後編」. Brain and Nerve 67, 1269─1273, 医学
書院. 2015. 

酒井 邦嘉.  【巻頭エッセイ】読書－驚くべき脳の想像力－. アジ研ワールド・トレンド 240, 1, 日本貿易振興機構アジア経済研究所
研究支援部. 2015. 

酒井 邦嘉.  【特集・人間の固有性】創造性にみる人間らしさ. 學鐙 112, No. 4, 14─17, 丸善出版. 2015. 
Sakai, K. L., Perlovsky, L. （Eds.） Language and Cognition. 1─125. Frontiers in Behavioral Neuroscience, Frontiers Media SA. 2015. 
酒井 邦嘉.  考える教室. 1─168. 実業之日本社（東京）. 2015. 
酒井 邦嘉.  2200時間かけて学べば、誰でも英語で考える人になる. 英語子育て大百科. （プレジデントFamily プレジデントムック）. 

46─48. プレジデント社（東京）. 2015. 
酒井 邦嘉.  脳科学が解明－英語脳をつくる！ 五感学習法. 英語の賢い学び方○得講座. （プレジデント PRESIDENT MOOK）. 76─

79. プレジデント社（東京）. 2015. 

澤井  哲（Satoshi Sawai）
石原 秀至, 澤井 哲.  反応－拡散－駆動系として理解する細胞の形態変化.  日本物理学会誌 70（1）（日本物理学会 編）.  25─30. 2015. 
いきいきとした状態の科学  ─  細胞性粘菌でさぐる自己組織化のメカニズム.  高校生のための東大授業ライブ  学問からの挑戦  
（東京大学教養学部編）.  131─149.  東京大学出版会（東京）.  2015. 

澁谷  憲悟（Kengo Shibuya）
Shibuya K., Kawamura Y., Saito H., Positronium spin conversion during collisions with Xe and its application for measuring the kinetic energy”, J. 

Phys. Conf. Ser., 618, 012005 1─6, 2015. 
澁谷 憲悟, 齋藤晴雄.  シリーズ「陽電子が拓く物質の科学」第 1回 『ポジトロニウム－気体分子の相互作用』, しょうとつ, vol. 12─6, 

pp.13─25,  2015. 

清水  明（Akira Shimizu）
Hasegawa, N., Yuge, T., Shimizu, A. Liquid is more rigid than solid in a high-frequency region. J. Phys. Soc. Jpn. 85, 013001─1─013001─4, 2015. 
杉浦 祥, 清水 明.  熱的な量子純粋状態を用いた統計力学の定式化, 日本物理学会誌 70, 368─373, 2015. 
清水 明.  何を学ぶか. 蛍雪時代 4月臨時増刊全国大学学部・学科案内号. 旺文社（東京）. 517─519, 2015. 

角野  浩史（Hirochika Sumino）
Arimoto, Y., Higashi, N., Igarashi, Y., Iwashita, Y., Ino, T., Katayama, R., Kitahara, R., Kitaguchi, M., Matsumura, H., Mishima, K., Oide, H. 

Otono, H. Sakakibara, R., Shima, T., Shimizu, H.M., Sugino, N., Sumi, N., Sumino, H., Taketani, K., Tanaka, G., Tanaka, M., Tauchi, K., 
Toyoda, A., Yamada, T., Yamashita, S., Yokoyama, H., Yoshioka, T. Development of time projection chamber for precise neutron lifetime mea-
surement using pulsed cold neutron beams. Nucl. Instrum. Meth. A, 799, 187─196, 2015. 

Calabozo, F.M., Strelin, J.A., Orihashi, Y., Sumino, H., Keller, R.A. Volcano-ice-sea interaction in the Cerro Santa Marta area, northwest James 
Ross Island, Antarctic Peninsula. J. Volcanol. Geoth. Res., 297, 89─108, 2015. 

Dionis, S.D., Melián, G., Rodríguez, F., Hernández, P.A., Padrón, E., Pérez, N.M., Barrancos, J., Padilla, G., Sumino, H., Fernandes, P., Bandomo, 
Z., Silva, S.V., Pereira, J.M., Semedo, H. Diffuse volcanic gas emission and thermal energy release from the summit crater of Pico do Fogo, 
Cape Verde. B. Volcanol., 77, 10, 2015.  

Dionis, S.D., Pérez, N.M., Hernández, P.A., Melián, G., Rodríguez, F., Padrón, E., Sumino, H., Barrancos, J., Padilla, G.D., Fernandes, P., Bando-
mo, Z., Silva, S., Pereira, J.M., Semedo, H., Cabral, J. Diffuse CO2 degassing and volcanic activity at Cape Verde islands, West Africa. Earth 
Planets Space, 67, 48, 2015. 

Machida, S., Hirano, N., Sumino, H., Hirata, T., Yoneda, S., Kato, Y. Petit-spot geology reveals melts in upper-most asthenosphere dragged by lith-
osphere. Earth Planet. Sc. Lett., 426, 267─279, 2015. 

Marrero-Diaz, R., López, D., Pérez, N.M., Custodio, E., Sumino, H., Melián, G.V., Padrón, E., Hernández, P.A., Calvo, D., Barrancos, J., Padilla, 
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G., Sortino, F. Carbon dioxide and helium dissolved gases in groundwater at central Tenerife Island, Canary Islands: chemical and isotopic 
characterization. B. Volcanol., 77, 86, 2015. 

Padrón, E., Hernández, P.A., Carmona, E., Pérez, N.M., Melián, G., Sumino, H., Almendros, J., Kusakabe, M., Wakita, H., Padilla, G.D. Geo-
chemical evidences of different sources of long-period seismic events at Deception volcano, South Shetland Islands, Antarctica. Antarct. Sci., 
27, 557─565, 2015. 

Padrón, E., Pérez, N.M., Rodríguez, F., Melián, G., Hernández, P.A., Sumino, H., Padilla, G.D., Barrancos, J., Dionis, S., Notsu, K., Calvo, D. 
Dynamics of diffuse carbon dioxide emissions from Cumbre Vieja volcano, La Palma, Canary Islands. B. Volcanol., 77, 28, 2015. 

Pérez, N.M., Somoza, L., Hernández, P.A., de Vallejo, L.G., León, R., Sagiya, T., Biain, A., González, F.J., Medialdea, T., Barrancos, J., Ibáñez, J., 
Sumino, H., Nogami, K., Romero, C. Reply to comment from Blanco et al. （2015） on “Evidence from acoustic imaging for submarine volca-
nic activity in 2012 off the west coast of El Hierro （Canary Islands, Spain） by Pérez et al. ［Bull. Volcanol. （2014）, 76: 882─896］. B. Volca-
nol., 77, 63, 2015. 

角野 浩史.  希ガス同位体質量分析の温故知新. 質量分析, 63, 1─30, 2015. 
小林 真大, 角野 浩史, 遠山 知亜紀.  マントル物質のハロゲン組成にみられるスラブ起源流体の痕跡. 地学雑誌, 124, 445─471, 2015. 

滝沢  進也（Shin-ya Takizawa）
Sato, Y., Takizawa, S., Murata, S. Substituent effects on physical properties and catalytic activities toward water oxidation in mononuclear rutheni-

um complexes. Eur. J. Inorg. Chem., 5495─5502, 2015. 
Takizawa, S., Breitenbach, T., Westberg, M., Holmegaard, L., Gollmer, A., Jensen, R. L., Murata, S., Ogilby, P. R. Solvent dependent photosensi-

tized singlet oxygen production from an Ir（III） complex: pointing to problems in studies of singlet-oxygen-mediated cell death. Photochem. 
Photobiol. Sci., 14, 1831─1843, 2015. 

Aboshi, R., Takizawa, S., Murata, S. Visible-light-driven electron transport across vesicle membrane sensitized by cationic iridium complexes. Chem. 
Lett., 44, 563─565, 2015. 

Hasegawa, E., Takizawa, S. 2-Aryl-1,3-dimethylbenzimidazolines as effective electron and hydrogen donors in photoinduced electron transfer reac-
tions. Aust. J. Chem., 68, 1640─1647, 2015. 

Hasegawa, E., Ohta, T., Tsuji, S., Mori, K., Uchida, K., Miura, T., Ikoma, T., Tayama, E., Iwamoto, H., Takizawa, S., Murata, S. Aryl-substituted 
dimethylbenzimidazolines as effective reductants of photoinduced electron transfer reactions. Tetrahedron, 71, 5494─5505, 2015. 

豊田  太郎（Taro Toyota）
Takei, T., Yaguchi, T., Nomoto, T., Toyota, T., Fujinami, M. Measurement of Membrane Tension of Free Standing Lipid Bilayers via Laser-Induced 

Surface Deformation Spectroscopy. Soft Matter, 11, 8641─8647, 2015. 
Kurihara, K., Okura, Y., Matsuo, M., Toyota, T., Suzuki, K., Sugawara, T. A recursive vesicle-based model protocell with a primitive model cell cy-

cle. Nat. Commun., 6, 8352 （7 pages）, 2015. 
Ohno, H., Toyota, T., Nomoto, T., Fujinami, M. Changes in interfacial tension of a lipid membrane formed at the water/chloroform interface up-

on DNA complex formation. Anal. Sci., 31, 979─986, 2015. 
Takahashi, K., Matsuo, M., Banno, T., Toyota, T. Micrometer-sized network structure of novel DNA-lipid conjugates induced by heat stimulation. 

Soft Matter, 11, 7053─7058, 2015. 
Banno, T., Toyota, T. Molecular System for the Division of Self-Propelled Oil Droplets by Component Feeding. Langmuir, 31, 6943─6947, 2015. 
Hoshino, I., Maruyama, T., Fujito, H., Tamura, Y., Suganami, A., Hayashi, H., Toyota, T., Akustu, Y., Murakami, K., Isozaki, Y., Akanuma, N., 

Takeshita, N., Toyozumi, T., Komatsu, A., Matsubara, H. Detection of Peritoneal Dissemination with Near-infrared Fluorescence Laparoscop-
ic Imaging Using a Liposomal Formulation of a Synthesized Indocyanine Green Liposomal Derivative. Anticancer Res., 35, 1353─1359, 2015. 

Maruyama, T., Akutsu, Y., Suganami, A., Tamura, Y., Fujito, H., Ouchi, T., Akanuma, N., Isozaki, Y., Takeshita, N., Hoshino, I., Uesato, M., Toy-
ota, T., Hayashi, H. Matsubara, H. Treatment of near-infrared photodynamic therapy using a liposomally formulated indocyanine green deriv-
ative for squamous cell carcinoma. PLOS ONE, 10, e0122849 （15 pages）, 2015. 

Ohno, M., Toyota, T., Nomoto, T., Fujinami, M. Interfacial tension in adsorption of lysozyme onto a lipid monolayer formed at a water/chloro-
form interface. Colloids Surf. A Physicochem. Eng. Asp., 480, 85─90, 2015.  

Mizuno, M., Toyota, T., Konishi, M., Kageyama, Y., Yamada, M., Seki, M. Formation of Monodisperse Hierarchical Lipid Particles Utilizing Mi-
crofluidic Droplets in a Nonequilibrium State. Langmuir, 31, 2334─2341, 2015. 

Banno, T., Kuroha, R., Miura, S., Toyota, T. Multiple-Division of Self-Propelled Oil Droplets through Acetal Formation, Soft Matter, 11, 1459─
1463, 2015. 

Takahashi, K., Toyota, T. Autonomous buckling of micrometer-sized lipid-protein membrane patches constructed by Dictyostelium discoideum. J. 
Biol. Eng., 9, 3 （11 pages）, 2015. 

Castro, J. M., Toyota, T., Iwasaki, H. Fat as Soft Architecture: The Spontaneous Transformation of Lipids into Organic Microstructures with Pre-
defined Biophysical Properties. Recent Advances in Natural Computing, 9, 113─122, 2015. 

Hayashi, H., Toyota, T., Goto, S., Oishi, A., Gao, T., Ee, L. B., Hatayama, H., Nomoto, T., Fujinami, M., Matsubara, H. Development of a non-
blurring, dual-imaging tissue marker for gastrointestinal tumor localization. Surg. Endosc., 29, 1445─1451, 2015. 

Banno, T., Toyota, T. Design of Reactive Surfactants that Control the Locomotion Mode of Cell-Sized Oil Droplets, Curr. Phys. Chem., 5, 37─51, 
2015. 

Hayashi, H., Toyota, T., Goto, S., Oishi, A., Gao, T., Ee, L. B., Matsubara, H. Development of a Non-Blurring, Dual-Imaging （X-Ray/Fluores-
cence） Tissue Marker for Localization of Gastrointestinal Tumors. Fluorescence Imaging for Surgeons. （Dip, F. D., Ishizawa, T., Kokudo, N., 
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Rosenthal, R. J. 編）. 223─229. Springer. 2015. 
豊田 太郎.  水中を運動するジャイアントベシクルの構築. 自己組織化マテリアルのフロンティア, （中西 尚志 編）.  56─66. フロン

ティア出版. 2015. 

鳥居  寛之（Hiroyuki A. Torii）
Torii, H. A., Aoki, M., Fukao, Y., Higashi, Y., Higuchi, T., Iinuma, H., Ikedo, Y., Ishida, K., Iwasaki, M., Kadono, R., Kamigaito, O., Kanda, S., 

Kawall, D., Kawamura, N., Koda, A., Kojima, K. M., Kubo, K., Matsuda, Y., Mibe, T., Miyake, Y., Mizutani, T., Nagamine, K., Nishiyama, 
K., Ogitsu, T., Okubo, R., Saito, N., Sasaki, K., Shimomura, K., Strasser, P., Sugano, M., Tajima, M., Tanaka, K. S., Tomono, D., Torikai, E., 
Toyoda, A., Ueno, K., Ueno, Y., Yamamoto, A., Yoshida, M., on behalf of MuSEUM Collaboration. Precise measurement of muonium HFS 
at J-PARC MUSE. JPS Conf. Proc. 8, 025018 pp.1─6, 2015. 

中島  正和（Masakazu Nakajima）
Kunishige, S., Katori, T., Baba, M., Nakajima, M., Endo, Y.  Spectroscopic study on deuterated benzenes. I. Microwave spectra and molecular 

structure in the ground state.  J. Chem. Phys., 143, 244302 ─1─6, 2015. 
Umeki, H., Nakajima, M., Endo, Y.  Laser spectroscopy of the  EMBED Equation.3   band system of l-SiC3H.  J. Chem. Phys., 143, 174304─1─6, 

2015. 
Nakajima, M., Endo, Y.  Observation of hydroxymethyl hydroperoxide in a reaction system containing CH2OO and water vapor through pure ro-

tational spectroscopy.  J. Chem. Phys., 143, 164307─1─6, 2015. 
Nakajima, M., Yue, Q., Li, J., Guo, H., Endo, Y.  An experimental and theoretical study on rotational constants of vibrationally excited CH2OO.  

Chem. Phys. Lett., 621, 129─133, 2015. 
Nakajima, M., Yue, Q., Endo, Y.  Fourier-transform microwave spectroscopy of an alkyl-substituted Criegee intermediate anti-CH3CHOO.  J. 

Mol. Spectrosc., 310, 109─112, 2015. 

永田  敬（Takashi Nagata）
Hiramatsu, K., Nagata, T. Broadband and ultrasensitive femtosecond time-resolved circular dichroism spectroscopy. J. Chem. Phys., 143, 121102, 

2015. 
Hiramatsu, K., Leproux, P., Couderc, V., Nagata, T., Kano, H. Raman optical activity spectroscopy by visible-excited coherent anti-Stokes Raman 

scattering. Opt. Lett., 40, 4170─4173, 2015. 

錦織  紳一（Shinichi Nishikiori）
Yamada, J., Nishikiori, S. New structure, reconstruction, and behaviour of the coordination polymer framework ［CuZn（CN）4］– towards hydrated 

alkali metal ions. Can. J. Chem. 93, 913─916, 2015. 

信原  幸弘（Yukihiro Nobuhara）
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